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≪ オープン・リサ ーチ・センター 整 備 事 業 につ いて ≫

昭和音楽大学オペラ研究所では、平成13～17 年度の5 ヵ年にわたり、文部科学省「オープン・リサーチ・

センター整備事業」特別補助を受け、世界の主要オペラ劇場の現状を調査分析し、わが国のオペラ制作と

文化・芸術振興策について研究を行いました。また世界の60 のオペラ劇場と連携をはかり、オペラ劇場運

営に関する最新データの収集と公開に努めています。その一環として開催してきた公開講座では、これま

での15回で、35名にのぼる国内外のオペラ制作をリードするオペラ劇場関係者を招聘し、世界でも類のな

い試みとして、各界より高い評価を受けています。平成18 年4 月から、2 年間にわたり研究プロジェクト

を継続し、日本におけるオペラに関する情報収集・発信拠点として、オペラ研究所のさらなる機能整備と

強化を目指し、調査研究を行なっています。

≪ 今 回 の 公 開 講 座 につい て≫

新たに始まる講座の第1 弾は、オーストリア〈ブレゲンツ音楽祭〉のオペラ監督として采配を振るう、エ

ヴァ・クライニッツ女史をお招きしました。ザルッブルクをはじめ、世界中で無数に行われる音楽祭は近

年多様化し、オペラを中心に繰り広げられる大規模な音楽祭は、その経済効果からも、一大観光産業とし

て脚光を浴びています。中でも毎年20 万人以上の観客を動員するブレゲンツ音楽祭は、その芸術性の高さ

と、湖上ステージを駆使して繰り広げられる大スペクタクルにより、オペラ・ファンならずとも足を向け

たくなる場として知られています。音楽祭の今日的あり方のひとつ、＜ブレゲンツ音楽祭〉にみる芸術、娯

楽、経済の相乗効果とは。ベルギー王立モネ劇場アーティスティック・プランニング・ディレクターに抜

擢され、2006 年の秋に就任するクライニッツ女史が、その企画・運営手法を語りました。
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基 調 講 演

「今日のオペラ・フェスティヴァルの運営手法

～ブレゲンツ音楽祭をめぐって」

第1 部





【司会】　　皆さん、こんにちは。本日は、文部科学省特別補助「オープン・リサーチ・

センター整備事業」シンポジウムへ、ようこそお越しくださいました。

まず最初に、昭和音楽大学の教授、そしてこの整備事業プロジェクトの総括責任者・広

渡勲からごあいさつをさせていただきます。

【広渡】　　こんにちは、広渡です。

第1 次公開講座の最終回が、この会場で、講師はパリ・オペラ座のジェラール・モルテ

ィエGerard　Mortier総裁でした。おかげさまで、皆様方のご声援をいただいて、さらに2

年間にわたり、第2 次の公開講座を開催することができるようになりました。きょうがそ

の第1 回目です。

私は、大学の夏休みを利用して、ここ4 年間、ヨーロッパの音楽祭を見てまいりました。

バイロイト音楽祭、ザルツブルク音楽祭、グラインドホーン音楽祭をはじめ、ヨーロッパ

の音楽祭は今、非常に活況を呈しています。　どこもチケットが取れないような状況が続い

ています。バイロイトは何年か待ちですし、ザルツブルクは、チケット代が何と420 ユ

ーロ、6 万円を超えています。演目によっては、例えば、ことしの《フィガロの結婚》の

初日のチケットは1 万ユーロ、日本円にして百何十万円とい うダフ屋が出たという話が出

ているぐらいに、多くの話題を集めています。そうい うオペラ・フェスティヴァルについ

て、その経済効果と地域との連携、その都市の観光政策と、どう上手く、かつ芸術性を保

ちながら運営していくかとい うことを考えているうちに、一夏に20 万人の観客を動員す

るという非常にユニークなフェスティヴァルが、オーストリアのブレゲンツにあることが

わかりました。お客様の中にも何人かは映像でごらんになったり、実際に足をお運びにな

った方もいらっしやると思います。この第1 回目は「オペラ・フェスティヴァル」という

テーマで、このブレゲンツの音楽祭が、スペクタクル性と、娯楽性と、その中でいかに芸

術性を保っているか、その経済効果にスポットライトを当てることに致しました。

実は、そのブレゲンツ・フェスティヴァルについて、お話いただける、最もふさわしい

方がたまたま来日中だということが分かりましたので、きょうはそのオペラ監督エヴア・

クライニッツさんに、ブレゲンツ・フェスティヴァルの運営について第1 部で詳しくお話

をしていただこうと思っております。

休憩を挟みまして、第n 部は、エヴアさんを中心に、長い間観客の立場とその視線で音

楽評論を続けてこられた黒田恭一先生と、オーストリアやドイツのオペラ界に大変詳しい

オペラ研究家の寺倉正太郎氏のお2 人に加わっていただき、また皆様からのご質問なども
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受けながら、お話をしていただこうと思います。

通訳は岡本和子さんです。それでは、エヴアさん、よろしくお願いします。

【司会】　　　それでは、お待たせいたしました。「オペラをめぐる祝祭、その今日的あり

方～ブレゲンツ音楽祭にみる大規模オペラ・フェスティヴァル運営」というタイトルで基

調講演をいただきます。講師はエヴア・クライニッツさん、ブレゲンツ音楽祭のオペラ監

督です。そして、通訳は慶應義塾大学の講師・岡本和子さんにお願いいたします。

【クライニッツ】　　こんにちは、エヴア・クライニッツです。　ドイツから来ました、オ

ーストリアで仕事をしています。きょうはこれからオペラ音楽祭について話します。広渡

先生、きょうはこのような機会をありがとうございました（以上、日本語で）。

本日は、音楽祭、フェスティヴァルについてお話をしたいと思います。特にブレゲンツ

音楽祭について、そうしたフェスティヴァル、今日におけるフェスティヴァルのあり方、

そして、特にこれは日本の方々にとって大変興味深いと思われる共同制作などについてお

話ししたいと思います。

まずフェスティヴァルとは何か、また、今ヨーロッパでなぜこれだけ各地でフェスティ

ヴァルがあちこちで誕生しているのか。ヨーロッパではよく、特に夏の時期になると、ど

のお城でも、またどの小屋でも納屋でも音楽祭を開いていると言われるくらい、あちこち

でフェスティヴァルが開かれています。

さて、大はなぜこうしたフェスティヴァルを求めるのかということを考えた場合、いろ

いろな理由が頭に浮かぶかと思います。例えば、日ごろの日常生活を離れて、ちょっと非

現実的で非日常的な空間に身を投じたいという人の欲望、旅に出たいという人の欲望、そ

れから、そうした音楽祭、フェスティヴァルが開かれるそれぞれの街を統治している政治

家、自治体等の関係者の方たちが、そうした自分たちの村で、自分たちの街でフェスティ

ヴァルを開くことによって、この街をより知名度を上げていくという、いろいろな経済面

などでの、また政治面などでのメリットとが、その裏には考えられるかと思います。

さて、こうしたフェスティヴァルを立ち上げる際、幾つか重要な点が挙げられます。

まず1 つ、フェスティヴァルにとって大事なのは、そこが、大が繰り返し来たいと思え

る場所、大が集まる場所にならなければいけないということです。特別な場所という点で、

その環境の1 つとして挙げられるのが自然の美しさです。すてきなお城があったり、また、

自然が美しかったり、とてもすてきなパノラマ、景色が会場の裏で広がっていたりといっ

たことです。特に夏ですと、そうした自然やお城などを背景にお芝居やジングシュピール
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を演じたりすることがあります。その代表的な例が、フィンランドのサヴォンリンナ音楽

祭であり、またイギリスのグラインドホーン音楽祭なのではないかと思います。

こうした美しい自然という1 つの条件をブレゲンツ音楽祭も兼ね備えています。そして、

もう1 つ、例えば、バイロイト音楽祭のように、大を引きつける1 人の作曲家がそこで生

まれたとか、あるいはそこで長く活躍したといった点が、もう1 つの可能性として挙げら

れます。例えば、ザルツブルクなども、特別な歴史的背景を持った場所ということで、多

くの大を魅了してやまない地です。

そして、もう1 つ、これはフェストシュピールFestspiel ではなくて、フェストターゲFesttage

とドイツ語で言われるもので、これは同じ「芸術祭」というように日本語では訳

されますが、通常デイリーに音楽を演奏しているホールや、オペラハウスなどがあったと

して、そこで期間を限定して、集中して1 つのテーマ、あるいは1 人の作曲家をテーマと

して取り上げて、それまでレパートリーで演奏してきたさまざまな作品を、集中して短期

間の中でもう一度、いわゆるキャスティングをよりランクアップさせて上演していくとい

うものもあります。例えば、ドレスデンのリヒヤルト・シュトラウス音楽祭です。また、

チューリヒなどでも、通常デイリーに使われている劇場が集中して、音楽祭の場所として

使われています。

こうした通常デイリーで使われている劇場における音楽祭、また、一定の期間でしか使

われない会場を使っての音楽祭、いずれにしても音楽祭、フェストシュピールと名前がつ

くものには、必ず期間が限定されているという条件があります。これは1 週間であったり、2

週間であったり、最長で大体5 週間くらいまでというのが音楽祭、フェスティヴァルだ

と思いますが、そこでは「集中して」ということがキーワードになります。お客様たちは

集中してたくさんのお芝居を観たり、たくさんの演奏会やオペラを聴いたりします。そし

－7－
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て、その集中する形で、1 ヵ所に芸術家がたくさん集まるのもフェスティヴァルの特徴で

す。芸術家はそこの1 ヵ所に集中して短期間集まって、仕事をしていくわけです。

こうした場所で演奏されるオペラないしイベントは、1 つの同じ体験を集中して、アー

ティストと、そこまで旅をしに来た人たち、お客様とが、ある種独特の一体感を持って同

じ空間、同じ時間を共有するという、特別な体験の場になっています。その場合、フェス

トシュピールというもの、これも音楽祭ないし芸術祭と訳されますが、それが、もともと

は一体どういうものだったのかという話にまで、このテーマは発展させていくことができ

ます。

フェストシュピールはもともと古代ギリシヤにまでさかのぼるもので、巡礼的な要素、

儀式的な要素が大変強く、古代ギリシヤでは、特に屋外で集中して、いろいろな催し物が

行われていた時期があったわけで、これがフェストシュピールのもとになっています。で

すから、どこか儀式的な要素、非日常的な要素が必ず含まれています。

こうした音楽祭になくてはならないのは特別な場所であり、そこで上演されるものが上

質でなければいけないのも、非常に重要なポイントだと思います。これは、どんなに小さ

な音楽祭であっても、大きな音楽祭であっても、この2 つの条件は必須条件ではないかと

思われます。

そして、もう1 つ大事なのが、そうした上質な上演、公演、イベント、これを可能にす

るための芸術面でのパートナーが必ず必要だということです。例えば、ザルツブルク音楽

祭の場合はウィーン・フィルハーモニー管弦楽団が、グラインドホーン音楽祭の場合は口

ンドン・フィルハーモニー管弦楽団が重要なパートナーになっているわけです。それぞれ

のオーケストラと音楽祭との結びつきは、もう40 年を超える長い関係、深い関係になっ

ています。その一方で、音楽祭だけのために新しくアンサンブルが設置されることもあり

ます。これは、そこでしか聴けないというオーケストラのアンサンブルで、その一例が、

クラウディオ・アバドClaudio　Abbadoを中心につくられたルツェルン祝祭管弦楽団LucerneFestival　Orchestra

です。これは指揮者アバドの理想とする、大変水準の高い演奏を実現

するために、音楽祭とい う枠の中で、わざわざ新しくつくられたオーケストラです。

また、音楽祭、フェスティヴァルを実現するには環境が大変大事だとお話ししましたが、

そうした環境をフェスティヴァルのために利用するだけではなくて、その現場である自治

体、現場の人たち、周辺に住んでいる人たち全員を一緒にパートナーとして、それぞれの

芸術イベントに参加してもらう、参加させるという、この地元との一体感が次の重要なポ
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インドになってくると思います。例えば、イギリスのグラインドホーン音楽祭も、また、

グレインジ 。パーク・フェスティヴァルGrange　Park　Operaにしても、地元の人間が非常に

積極的な形でそれぞれのフェスティヴァルに参加しています。例えば、宿を提供するなど、

さまざまな形でサービスを提供してくれています。地元の人たちが一緒に協力してくれる、

一緒に楽しんでくれる雰囲気は、それぞれのフェスティヴァルに出演するアーティストた

ちにとっても、とても重要なことです。こうしたフェスティヴァルは、大抵がロンドンや

東京、ニューヨークといった大きな都市ではなくて、小さな村や小さな街で開かれること

がほとんどです。そうした、ふだん住み慣れない、また、ときには行ったことのない、そ

ういったところで、非常に集中して長い時間仕事をするためには、そうした迎える側の環

境も、アーティストにとって、とても大事だと思います。

そうしたアーティスト、どれだけすばらしいアーティストを呼べるかは、予算との兼ね

合いの問題も出てくるわけですが、アーティストにとって大変心地よい居場所でなければ

いけないというのが1 つ。そして、もちろん音楽祭に来てくださるお客様にとっても、ま

た来たい、長い間そこに滞在したいと思える心地のいい居場所になっていなければいけま

せん。フェスティヴァル・サイドとしては、そうした「巡礼地」とも言えるフェスティヴ

ァルの地に足を運んでくださる方々のために、すべての年齢層、階級層の方々を満足させ

ることができる、そうしたある意味、民主的なプログラミングが求められているのではな

いかと思います。これは子供なども十分に楽しめる、また若い人たちも大人も楽しめる、

そういう音楽祭でなければいけないと思います。

そして、ここで話をオーストリアに持っていきましょう。オーストリアという国では、

その音楽シーンを長い間彩ってきた、たくさんの作曲家たちが活動しました。モーツァル

トに始まり、ハイドン、それ以降の作曲家みんながこの国の音楽の歴史をつくってきたこ

とを、国民全員が大変意識している。とても作曲家を愛し、尊敬している国なのです。　ド

イツ人である私は、オーストリアで仕事をしていて、このことを非常に強く感じました。

例えば、オーストリアならではの非常に象徴的なことがあります。オーストリアでは10

月1 日に議会選挙が行われますが一 明日です。この10 月1 日の議会選挙と同時に、

日を同じくして、お芝居をやる劇場のブルク劇場Burgtheaterの新しい総裁が決まる。この

選挙、議会選挙と劇場の総裁の選挙とい うのが、同じ関心度をもってウィーンの人たち、

オーストリアの人たちの間で語られているという、そうした非常に芸術に対する尊敬の念

と、関心度の高い国だと思います。
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さて、このブレゲンツという土地は、地理的に見て、ウィーンから大体800 キロ離れ

たところにあるオーストリアの地方都市です。廾｜で言うと、フォアアールベルクVorarlberg

にある街です。このフォアアールベルク州というのは、地理的に見まして、首都であるウ

ィーンよりもスイスのほうが近いところです。アールベルクという山があって、その手前

にあるからフォアアールベルクという名前がついている州です。スイスがあって、そして

フォアアールベルクがあって、山があって、そしてウィーンのほうにずっと平らになって

いくという地形で、ウィーンとブレゲンツの間を隔てている距離は、精神的な距離だけを

考えますと、ちょうどブレゲンツとパリくらいの遠さがあります。ですから、国の中央と

してのウィーンからは離れている場所です。

このブレゲンツ・フェスティヴァルが始まったのは、第2 次世界大戦、つまり終戦の1

年後、19 　4　6年です。この46 年当時は、ブレゲンツの地にまだ多くの連合軍のフラン

ス軍兵士が駐留していた時期で、ブレゲンツにいたフランス軍の兵士だちと、それから、

戦争難民の人たち、避難してきた人たち、そして、ウィーンを離れてブレゲンツの地に疎

開していたたくさんの芸術家たちが集まって、何か音楽週間ができないかと考え始めまし

た。ちょうどその46 年から、ウィーン交響楽団が夏の活動の場所としてブレゲンツを選

んでいて、ブレゲンツで何かオーケストラのコンサートができないかと考えていた時期だ

ったので、非常にそれがうまいぐあいに重なって、1 週間にわたる芸術・スポーツ週間が、

この46 年にスタートしました。

この46 年、最初に何か上演されたかというと、今、画像でごらんになっている湖上ス

テージかおるところから、ちょうど60 メートルほど手前に、小さな船着き場があり、そ

こに大きな船を2 隻並べて、片方の船にお客さんを乗せ、手前の船でモーツァルトのオペ

ラ《バスティアンとバスティエンヌ》を上演したのがブレゲンツのオペラ・フェスティヴ

ァルの最初です。このお客様は船に乗り込むときに、それぞれ自宅から持ってきた椅子を

持ち込んで座り、公演を観ました。そういったオペラの上演と並行して、ウィーン交響楽

団がブレゲンツ市内にある大小さまざまな会場で音楽会を開いていました。

こうしてブレゲンツ・フェスティヴァルが始まってからほぼ4 年後に、この湖上特設ス

テージがつくられました。そしてこうした大がかりなものをつくると、いろいろな注目を

浴びるようになって、何かこのブレゲンツ・フェスティヴァルにふさわしい屋根付きの小

屋を1 つつくろうではないかという話になり、ブレゲンツのフェストシュピールハウスが

建設され、79 年から80 年のシーズンに、1 ，800 席を持つフェストシュピールハウス
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がオープンしました。

当初から、この湖上ステージの上ではオペラ、バレエ、そしてコンサートが上演され、

新しくできたフェストシュピールハウスのほうでは、ベルカント・オペラなどが上演され

てきました。そして、もう1 つ重要な点は、この湖上ステージは雨が降ると使えなくなり

ますので、その場合、この湖上ステージの舞台、同じ催し物を、そのまま屋根のあるフェ

ストシュピールハウスで上演するというふうに、両方の会場が使われています。

この音楽祭には19 　8　3年から2 　0　0　3年までの間に、インテンダント（総裁）を務め

たアルフレッド・ウォップマンAlfred　Wopmannという人がいましたが、この人がいわゆる

今の形のブレゲンツ・フェスティヴァルをつくり上げた生みの親と言われています。フェ

スティヴァルを拡張し、いろいろな意味で内容を充実させていった人物です。

そして、現ブレゲンツ・フェスティヴァルのインテンダントのポジションにいるデイヴ

ィッド・パウントニーDavid　Pountneyを初めてブレゲンツに呼んだのも、このアルフレッ

ド・ウォップマンでした。ウォップマンさんは、80 年代からもう既にパウントニーを演

出家としてブレゲンツ音楽祭に定期的に招聘しています。そうした長いフェスティヴァル

との関係を通じて、非常に自然な形でウォップマンの後継者として、2 　0　0　3年からデイ

ヴィッド・パウンドニーがブレゲンツ音楽祭のインテンダントになりましたノ

さて、ブレゲンツ音楽祭の特徴をもう一度まとめると、まず美しい自然があって、その

中に湖があり、この湖を活用した音楽祭であるということ。それから、固定したパートナ

ーとして、ウィーン交響楽団がこの音楽祭のメイン・オーケストラとして機能していると

いうこと。そして、ブレゲンツならではのステージが、湖の上にできたステージで、これ

が目玉商品ということになります。

その一方で、ブレゲンツは、人口2 万8 ，000 人という小さな街ですが、そこで音楽祭

の間に使われる会場の総座席数は1 万2 ，000 席あります。次は、この1 万2 ，000 席

をどう配分して使っているかとい う話を続けていきたいと思います。
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上演中の《ラ・ボエーム》の舞 台 cKarl　Forster

一番の目玉のステージが、湖の上につくられたステージです。これは1 シーズンで26

公演から28 公演を上演し、そして、一晩で6 ，700 人が入る、座席数6 ，700 という

ステージで、その夏の間、大体17 万人近くの人がこれを観ることになります。毎晩、1

つ1 つの公演が特別なイベントとなる、そういう特別なステージだと私は思っております。

これは2 年間で作品と演出を変えていくシステムで、2 年かかって、このステージをつく

り上げる、それだけ大がかりなステージになります。それと同時に、2 年間通して舞台を

使わないと元手が取れない、それだけコストのかかるステージでもあります。

このステージを見て、オーケストラは一体どこに座って演奏しているだろうと疑問を持

たれる方も多いかと思います。実は、この舞台で、まず歌手は当然ながら、この湖上ステ

ージの上で演じ、歌うわけですが、それだけでは声が届かないので、P　A（Public　Address）

を使います。　PAを使って歌手の声を客席に届ける。そしてつい最近まで、オーケストラ

もこのステージの一画、湖上舞台にピットがあって、そこに入って演奏していましたが、

音があまりよくないという理由等で、数年前からちょうど客席の後ろにある客席1 ，800

の建物、フェストシュピールハウスでオーケストラが演奏する音が、やはりPA を使って

客席に届けられ、音響的にはそのほうがオーケストラの音も美しく響くということもわか

りました。

－12－



ここで使われているPA 技術は、歌手の声を1 点から拾い上げるだけでなく、歌手や演

奏者とともに、すべてこの会場全体に音が広がり、そして歌手が動くと、その動きに伴っ

て音を発信する地点が変わっていく、方向性を持った音の出し方になっています。音響技

師としてずっとブレゲンツ・フェスティヴァルで仕事をしてくれているのが、ウィーン国

立歌劇場の音響のチーフで、これがヴォルフガング・フリッツWolfgang　Fritzさんという

方です。彼がブレゲンツで毎年夏、技術、音響を担当してくれています。

そして、もう1 つ、2 　0　0　7年から実際に使われることになったのが、ブレゲンツ・オ

ープンエア・アコースティックBregenz　Open－air　Acoustic、BOA と略されるブレゲンツ

ならではの新しく開発された音響技術で、これが2 　0　0　7年の《トスカ》の舞台から使わ

れることになっています。

さて、歌手がどうやっていろいろ多方面から響いている音をキャッチできるかというこ

とですが、まず歌手は指揮者の姿を見るために、モニター越しに指揮者を見ます。これは

会場のステージのいろいろな場所に隠しモニターが設置してあり、そのモニターを通じて、

指揮者の棒を見ることができます。そして、耳に小さなモニターできる、オーケストラの

音をキャッチするイヤホンを入れていまして、これでフェストシュピールハウスで演奏し

ているオーケストラの音を直に耳でキャッチすることができます。そして、その一方、ソ

リストの歌手のほかに合唱がいますが、彼らは舞台上で生の声でPA なしで歌っているグ

ループと、オーケストラと同じ場所で歌うグループと、二手に分かれて合唱の声が出てき

ます。生の合唱、それからPA を使った違う場所で歌っている合唱と、両方の声が舞台上

で1つにミックスされて、お客さんに届けられるという形です。

ウィーン交響楽団は、19 　4　6年、フェストシュピールのスタートのときから一緒に仕
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事をしているパートナーのオーケストラで、合唱も46 年から一緒に仕事をしているブレ

ゲンツ・フェスティヴァル合唱団です。これは地元の合唱団で、1 年間練習をして、夏に

歌う、本番を迎えるという合唱団です。これはアマチュアの合唱団で、地元の人たち、学

生、それから何人かプロの歌手がいても、ほとんどがアマチュアで構成されていて、これ

が冒頭お話ししました地域参加型の音楽祭、フェストシュピールという性格をしっかりと

保っている1 つのポイントです。

ご紹介した湖上ステージは、当然ながら、客席数が非常に多いこともあり、今、最もブ

レゲンツ・フェスティヴァルにお金をもたらし、潤わせてくれる会場です。そこで入って

きたお金、得られたお金を使って、チケットが売りづらいような公演などにも利益を配分

しています。客席1 ，800 前後のフェストシュピールハウスで上演される作品、オペラに

そうしたタイプのものが多く、ちょうど83 年から84 年ぐらいの時期、ウォップマン総

裁のもとで、そうした、非常にすばらしい作品だけれども、あまり今まで上演、注目され

てこなかった作品を積極的に取り上げるようになりました。会場は、フェストシュピール

ハウスが使われています。

そのリストは皆様のお手元にありますが、幾つか例を挙げるならば、ロイヤル・オペラ・

ハウス・コヴェント・ガーデンなどに、その後プロダクションとして持っていき、賞もい

ただいたマルティヌーの《ギリシヤの受難劇》、ヤナーチェクの《利口な女狐の物語》な

ど、また、今度2 　0　0　7年にはブリテンの《ヴェニスに死す》、そうしたものを、このフェ

ストシュピールハウスで上演しています。

そして、もう1 つ、3 木目のフェスティヴァルの柱となっている会場が、コルンマルク

トテアターKornmarkttheaterという劇場です。こちらは、フェスティヴァルがスタートし

た46 年当初は、比較的会場として頻繁に使われていましたが、その後一時、あまり使わ

れなくなった時期があり、主に年間通じて、地元の戯曲、お芝居の劇場として細々と使わ

れていましたが、2 　0　0　3年以降、こちらの会場を使って、ブレゲンツ・フェスティヴァ

ルではオペレッタを上演するようになっております。ここでもやはり、珍しいオペレッタ

を取り上げるようにしていて、タルト・ヴァイルのオペレッタやオッフェンバックの《青

ひげ》といった、あまりみられない作品を上演しています。

ここで上演される作品は、多くが共同制作の形をとったプロダクションです。ブレゲン

ツの場合、湖上ステージで得られる収益、その一部をすべてのほかのホールの制作費に回

さなければいけないので金銭的にも大変きつく、国内外のほかのステージとのいろいろな
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共同制作の形をとることが大変多くなっています。

このコルンマルクトテアターで上演されるオペレッタは、フォアアールペルク州にある

フォアアールベルク州立交響楽団という地元のオーケストラを中心的に使っていて、地元

の合唱団もここで使うようにしています。

ここで上演された作品は、イギリスなどにその後持っていったり、ことしのプロダクシ

ョンなどはフォルクスオーパーで再演されることになっています。

フェスティヴァルの次の重要なポイントですけれども、やはり今の時代に生きているア

ーティストたち、現代のクリェーターたちの作品を見せる、また聴かせる場が、必ずなく

てはならないと考えています。現代のアーティストが、室内楽からバレエ、お芝居、戯曲、

オペラ、コンサート、いろいろなジャンルすべてを包括した現代作品を上演する場所とし

て、ブレゲンツのいろいろな会場が使われています。

そのうちの1 つが、ヴェルクシュタットビューネWerkstattbtihneです。ヴェルクシュタ

ットとは、ドイツ語で「工房」という意味ですが、「工房ステージ」と呼ばれるこの会場は、

現代の作品、現代物を上演する場所として使われ、広さはちょうど民間航空機が1 機入る

くらいの倉庫のようなところです。そこは客席は200 人の座席で観ることもできるし、2

，000 人の座席を入れることも可能で、非常に柔軟に客席を変えることができる空間で

す。

このヴェルクシュタットビューネという空間は、もともとコンサート会場やイベント、

こうした公演を上演する会場のためにつくったわけではなく、湖上ステージで上演される

作品の練習、リハーサル会場としての必要性が出てきたことから確保されました。

このヴェルクシュタットビューネという空間は、ある実際の苦い経験をもとにできまし

た。実は93 年のブレゲンツ・フェスティヴァルの湖上ステージで《ナブッコ》が上演さ

れたのですが、この《ナブッコ》のステージを準備している最中、つまりリハーサル期間

中、ずっと雨にたたられて、初日を迎えてもなお、歌手たちが通しでこの《ナブッコ》を

全部歌いきれなかったことがありました。そうした苦い経験をもとに、何か湖上ステージ

と同じくらいの舞台の広さを確保できる1 つの空間が必要だということで、このヴェルク

シュタットビューネが新しくつくられ、97 年から98 年のシーズンに完成し、今でも雨

の日はここでリハーサルが行われ、そしてリハーサルが終わった段階で、今度は現代物を

上演するために、フェストシュピールの間中、使われています。

そして、こうした現代物を上演する空間としては、2 つ小さめの会場があります。　1つ
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は、座席数約500 席の「Shed　8　」という空間で、主にお芝居、戯曲が上演されています。

そしてもう1 つ、クンストハウス・ブレゲンツKunsthaus　Bregenzという美術館の1 フロア

を使って、そこで展示されている作品と関連性を持つ音楽、現代曲などが演奏されていま

す。

さて、こうい うフェスティヴァルの場合、大きなポイントになるのが当然予算であるわ

けです。この予算の配分については、まずフェストシュピールの運営で、このフェストシ

ュピールを運営するのは公益法人の立場をとる組織です。そのトップには、2 人のCEO

（Chief　Executive　Officer）、つまり最高経営者がいて、1 人は芸術的な面のトップで芸術

監督、もう1 人は財務関係を担当するトップです。

また、この予算については、年間の予算が大体2 ，500 万ユーロという規模です。この2

，500 万ユーロ（37 億5 　，　0　0　0万円）のうち、大体550 万、全予算の約5 分の1

が、国、自治体等からの助成金です。全予算の5 分の1 が自治体また国等からの助成金で、

その配分は、まずブレゲンツ市が25 ％、フォアアールベルク州が35 ％、そして、オー

ストリア連邦共和国の国のレベルで40 ％で、この550 万ユーロ（8 億2 ，500 万円）

の助成金が配分されています。　25、35 、40 とい うこの配分は、毎年変わりません。

その一方で、プライベートなスポンサーたちがいて、このスポンサーたちがつくっている

理事会が、そのほかの形でお金をかき集めてきてくれます。

国という重要なスポンサーがあり、そのほかに民間のスポンサーがいるわけですが、こ

の民間スポンサーの母体が、ブレゲンツ・フェスティヴァル友の会というものです。　46

年にこのフェスティヴァルが始まった当時は、ここが運営の中心母体で、今これは1 つの

財団の形をとっています。ブレゲンツ・フェスティヴァル友の会財団というもので、この

財団のトップに、ギュンター・ロンベルク（GOnter　Rhomberg）が、理事長として務めていま

す。このロンベルク理事長が、いわゆる地元、それからまた国内外の財界とのコネクショ

ンを持っている方で、彼がいろいろな方面からのスポンサー、お金を集めてきてくれます。

その財団の果たす役割は、予算面で言うと、国や自治体が我々に対して払ってくれる助成

金とほぼ同額に等しい金額を、毎年集めてきてくれます。

さて、こうしたフェスティヴァルを立ち上げ、運営していく上で、どうしても一度は考

えなければいけないのが、自治体に対してどれだけの経済的なメリットがこうしたフェス

ティヴァルにあるのか、とい うことではないかと思います。ブレゲンツ・フェスティヴァ

ルは、ウィーンの経済研究所にその研究を委託して、ブレゲンツ・フェスティヴァルが間
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接的な形でどれだけブレゲンツ及びフォアアールペルク州に経済的なメリットをもたらし

ているのかを計算してもらいました。もちろん、こうした研究で数字が出たからと言って、

国からの助成金が増えることはないですが、こうしたことは、一つ一つ研究として調べて

おくべきではないかと思います。

そして、こうした間接的な経済面でのメリットとして、2 ，500 万の収益がこのフェス

ティヴァルで入ってきたとすると、約1 億ユーロ（150 億円）の間接的なお金が国や自

治体に入る計算が出ました。つまり、1ユーロをフェスティヴァルで稼ぐことができれば、4

ユーロが国に入る計算になります。　1：4 くらいの数字になります。また国と言っても、

ブレゲンツやオーストリアだけではなく、隣接しているドイツやスイスでの経済的効果も

あることが立証されています。なぜなら、観光客がブレゲンツのほうに音楽祭に来るとき

に、そういったドイツやスイスなども通過してくることもありますし、また、ドイツやス

イスなどにブレゲンツのほうから行く人たちもいるわけで、フェスティヴァルは隣接する

すべての自治体、国境を越えたすべての自治体に経済的なメリットをもたらすことができ

ることがわかっています。

こうした音楽祭を通して、当然、地元の音楽家たちを雇用する場が生まれる。また、地

元の合唱団もそこで仕事を得ることができる。音楽家や芸術家だけではなく、地元のホテ

ル産業も、お客さんが来るから潤う。そして飲食業界も、フェスティヴァルによって、新

しい雇用が生み出される。さまざまなインフラ面でも多数の雇用を、このフェスティヴァ

ルが間接的に生み出しているわけです。

また、このフェスティヴァルは、ソフト面ではブレゲンツという地方都市を世界的に知

らしめる、街の知名度を上げることに、大きく役立っています。それを役立てる人たちが

たくさんいます。スポンサーたちも、ブレゲンツ音楽祭にお客さんを連れていって、そこ

で舞台を見せて、ブレゲンツの街で商談をしたり、政治家たちも、ブレゲンツの街の知名

度が上がってくれば、当然ながら、特にフェスティヴァルが開かれているシーズンに、そ

こで非公式な首脳会談を開いたりしています。

これは有名な話で、ザルツブルクとブレゲンツの音楽祭には、必ずオープニングにオー

ストリアの大統領が出席しています。ことしのブレゲンツは、オーストリア大統領とアイ

ルランド首相が招待されて、ふたりの会談がフェストシュピールの期間中に行われました。

さて、フェスティヴァルにいらっしやるお客さんの内訳は、国籍でいうと、大体60 ％

がドイツからのお客さんです。これは圧倒的な数字です。オーストリア人は25 ％です。
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スイスからが10 ％。そして、そのほか5 ％は、イギリス、イタリア、またフランス、そ

して、最近は日本からも観光客の方がたくさんお見えです。

ほかに、これはブレゲンツにいらっしゃるお客様の特徴の1 つかもしれませんが、湖上

ステージで何か観たい、出し物は何であれ、湖上の空間でのオペラというものを観たいと

いう、それだけでいらしてくださるお客さんもかなりの数いらっしゃいます。

そして、チケット・セールスに関しては、記者会見が毎年11 月にあります。オースト

リアのほかの音楽祭も大体、11 月にプレス向けの記者会見をやって、翌年の夏のプログ

ラムを発表するわけですが、ブレゲンツも11 月にプレス向けの会見が行われます。そこ

で発表されてチケット販売が始まりますが、近年、チケットの販売のパーセンテージか

らすると、オンラインでチケットをお買い求めになるお客様が増えています。ブレゲン

ツ音楽祭でも、やはりオンラインのチケット販売を行っています。チケットの価格は、

高い席になると、大体240 ユーロ（3 万6 ，　0　0　0円）、安い席ですと、大体22 ユーロ

（　3　，　3　0　0円）まで。22 ユーロから240 ユーロまでの価格の幅を設けています。240

ユーロとい うのは、単に公演を見に行くというだけではなくて、そこにディナーな

ど食事が組み込まれていたり、バックステージ・ツアーが組み込まれているなど、特典が

含まれています。

そして重要なのが、いろいろと財政的にもサポートしてくれているスポンサー企業ですO

こうした企業が、例えば、3 ，000 人お客さんを連れてきてくれることになると、こうし

た企業に対して、また、この3 ，000 人のお客様に対して、特別なパッケージを提供する

こともしています。そのパッケージに、バックステージ・ツアーや、食事会、あとは、芸

術監督やアーティストなどがお客様をもてなすといったサービスを加えています。

さて、この湖上ステージのチケットは高いものから安いものまであり、高額なチケット

を購入されたお客様に対しては、雨天の場合、後ろのフェストシュピールハウスで、規模

を縮小して全く同じ曲目の公演を観ることができる。つまり、同じチケットで、雨で中止

になった公演を観ることができるという特典が必ずついています。

少額のチケットを買われたお客様に対しては、そのチケット代が返金されるか、あるい

は、その同じカテゴリーのチケットをフェストシュピールハウスの別の公演に振り替える

かが、チョイスできます。ただ、振り替えるにしても、公演がもう既に売り切れている場

合には、チケットは手に大らないことがあります。

また、公演の最中に、1 時間たってから急に雨が降ってきて、公演が途中で中止になる
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ことがあります。そうしたときに、高いチケットを買ったお客さんは、またもう一度頭か

らフェストシュピールハウスで公演を観ることができますが、安いチケットを買ったお客

さんは、60 分もうごらんになったのでとい うことで、お金を返さず、お帰りいただくこ

ともあります。

この湖上ステージのプロダクション制作には、非常に年月がかかります。かなり大がか

りなステージですから、前倒しで事前にすべて準備をしても、大体2 年以上かかります。2

　0　0　9年の制作チームは、もう既に2 　0　0　6年、ことしの夏から少しずつブレゲンツで

仕事を始めてくれています。これだけの大きな規模のステージになると、制作スタッフも、

この湖上ステージならではのチームを組まなければならず、そのスタッフの選択にも大変

神経を使います。また、この湖上ステージは、通常の劇場の舞台とは全く規模も、使って

いる道具等も全然違いますので、いわゆる通常のステージのセットをつくる、そうい う制

作会社ではこの湖上ステージのセットはできません。このブレゲンツの場合は、例えば、

クレーンをつくる会社が一緒に制作スタッフに加わっていたり、エレベーターをつくる会

社が制作チームに加わっていたりなど、通常の劇場では一緒に仕事をすることのない、い

ろいろな会社のスタッフが一緒にこのステージをつくり上げていきます。

この湖上ステージの舞台は、大体、トリプル・キャスト制で上演されますので、当然、

リハーサル日程の組み方が非常に複雑になってきます。通常は朝昼晩と3 回に分けてリハ

ーサルをすることがほとんどですが、その都度、合唱とかエキストラ、技術、すべての人

たちをどのようにこのリハーサルの間配分していくか、時間をどのように組んでいくかと

いうことで、大変複雑なスケジューリングが必要になってきます。

それから、ソリストに関しては、屋外で歌う、そして、特殊な機材を使った公演になる

ということ、これをまず承諾してもらわなければ、ここで歌うことはできません。そして、

もう1 つ、リハーサルに6 週間近いリハーサル期間がありますので、6 週間ここでリハー

サルをしてもらうために、いろいろな条件がついてきます。

またリハーサルをもっとやりたいと、皆は考えます。けれども、そこは予算との兼ね合

いもあります。これだけ大規模なステージ・セッティングになると、リハーサルをあまり

やりすぎると、今度は、リハーサルを1 回やるたびにお金がかかりますので、全体的な予

算を圧迫してしまう。その辺のバランスが大変難しいです。ただ、ここ20 年ぐらい前か

ら、コンピューターの技術が大変上がってきて、すべてのスケジューリングの組み合わせ

や、それぞれのスタッフに情報を伝達するときなど、昔は一々いろいろ手書きでメッセー
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ジを渡したり、電話などの手段をとったところが、今はオンラインでつながることができ

ますので、楽になりました。今、コンピューターなしではできません。

さて、最近はコー・プロダクション、共同制作が増えてきています。私の個人的な見解

では、金銭的な理由だけで共同制作という手段を選ぶのは、失敗につながるもとだと思っ

ています。やはりお金ではなく、結果としてはもちろん予算面ではこのほうが楽ですが、

それ以前に、やはり一緒に何か1 つのものをつくり上げていこうとい う、このパートナー

シップがそれぞれの側になければ、絶対に成功しません。

成功した例として1 つ挙げられるのが、ブレゲンツで行われたヤナーチェクの《利口な

女狐の物語》で、このプロダクションは、サンフランシスコのオペラハウス、それからジ

ュネーヴのオペラハウス、そしてブレゲンツの三者共同制作でした。これは、最初はジュ

ネーヴのオペラハウスでこのオペラを取り上げたいという案がまず出て、一応その制作案

はジュネーヴでまとまっていました。けれども、ジュネーヴの劇場で一回やるだけでは、

あまりにもコストが高すぎる。まだ完成しない段階でこれは一者だけでは厳しい。どこか

パートナーをと探したときに、ちょうどブレゲンツでも同じ演出家との仕事をぜひしたい

と考えていて、では一緒につくってもらおうではないですかという話になりました。サン

フランシスコでも、このプロジェクトに何かいいものをつくりたいという意気込みがあっ

て、この演出家と作品にも関心を持ってもらいました。セットの一部をブレゲンツで制作

して、衣裳をサンフランシスコでつくって、そのセットと衣装をスイスに持ち込んで、ジ

ュネーヴでまず1 回やり、そこからすべての劇場に回っていくという、その制作過程は非

常に複雑なものでした。それぞれの劇場サイドが、ライバル関係ではなく、一緒に何かを

つくり上げていきたいというパートナーシップで厚い信頼関係に結ばれていたがために、

このプロダクションは大いに成功したと思っております。

共同制作というと、今申し上げた例は、一気に3 ヵ所でっくり上げていくというやり方

ですが、もう1 つ、共同制作とい う場合には、どこかの劇場で初日を迎えて、その初日を

迎えた舞台を別の劇場の総裁が観ていて、それを気に入って、自分の劇場に輸入する共同

制作のパターンもあります。これは、一見、金銭的な面でお得なように聞こえますが、大

体この初演を迎えたころには、演出家の頭の中では、また新たなコンセプトが生み出され

ているのが常で、同じ歌手が、また同じ形で次の劇場で雇えるとも限りません。スケジュ

ール的な問題もあります。ですから、結果としては、何かその演出にも手を加えて、そし

て、歌手も新たに契約をして、また5 ～6 週間リハーサルをもう一度組み直さなければい
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けないということが出てきます。結果として同じくらいのお金がかかるか、新しい新作を

つくってしまったほうが安上がりだったということもあり得るわけです。

また、最後になりますが、ことしのブレゲンツ音楽祭はいろいろと衣替えをして迎える

ことができました。2 　0　0　5年のシーズンが終わった段階で、ブレゲンツ音楽祭が開かれ

ている一帯の改修工事がいろいろと行われ、大体の予算として2 ，800 万ユーロをかけて

全体的な改修工事が行われました。そこで、チケット・センターやレストランなどを新し

くつくり、リハーサルの空間なども少し広げたり、増やしたりしました。また、クローク

などもいろいろと少し空間を広げるような工事を行いました。2，800 万ユーロかかりま

したが、そのうちの大半をオーストリア共和国がお金を出し、500 万ユーロ近いお金を

個人の寄付を募って集めることができました。そうしたプライベートのスポンサーがお金

を出してくれています。

では、フェスティヴァルというものは一体どういうものなのかという私の個人的な考え

です。まとめて言うならば、何か新しいものをつくり上げるイノベーションの場、新しい

ものを生み出す空間だと思っています。それから、観る側、また、つくる側に新しいアイ

ディアを生み出させる、触発する場所ではないかと思います。当然、大きな規模のフェス

ティヴァルになればなるほど、いろいろな面でのリスク、経済的なリスクも伴います。た

だ、成功すれば、それなりの経済的な成果とい うのが見込めるのもフェスティヴァルのお

もしろい、すばらしいところではないでしょうか。成功しなければいけない。そして、成

功するためにはどうすればいいのかをチームでいろいろと考える、その考える場、トレー

ニングの場でもあると私は考えています。

つまり音楽祭、フェスティヴァルとは、制作スタッフ、それから運営スタッフ、アー

ティスト、それからお客さんも、その場でいろいろなことを考えさせられ、そして成長

していける場ではないかと思います。ある意味、フェスティヴァルとは、夢を届ける、

夢を生み出す特別な空間へと、特別な時間へと人々を誘ってくれる夢工場のような場所

です。この特別なひとときを生み出すために、我々が今後どうい うふうな形でさらに努

力を続けていけるのかというのが、我々に課せられた1 つの課題だと常日ごろから思って

います。

ありがとうございました。

【司会】　　どうもありがとうございました。

これからこの後、休憩時間を利用して、2 　0　0　2年の《ラ・ボエーム》の舞台の様子を
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ビデオで上映させていただきますので、お時間のある方はごらんください。

（　休　　 憩　 ）
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第H 部

パネル・ディスカッション





【司会】　　それでは、大変お待たせいたしました。ただいまから第H 部パネル・ディス

カッションを始めたいと思います。

改めましてパネリストの方々に登壇していただきたいと思います。先ほど基調講演をし

ていただきましたエヴア・クライニッツさんと、それから通訳の岡本和子さんです。

そのお隣は、音楽評論家、そして、オーチャードホールのプロデューサーとしても有名

な黒田恭一さんです。それから、もうお一方、音楽評論家の寺倉正太郎さんです。そして、

モデレーターに昭和音楽大学の石田麻子専任講師です。よろしくお願いいたします。

【石田】　　引き続き、第H 部パネル・ディスカッションを進めさせていただきます。

時間が1 時間と限られておりますが、休憩時間中に、皆様から質問をたくさんいただい

ております。その整理をする間に、今第1 部でクライニッツさんからのお話を受けて、黒

田さんと寺倉さんとで、お話を進めていただきたいと思います。

早速、黒田さんのほうから、第1 部のクライニッツさんの基調講演を受けて、お話ある

いはご質問といったことでお進めいただけますでしょうか。

【黒田】　　はい、わかりました。

前半、 とても緻密で、細かい ところまでよくわかるお話を伺い ました。 実は、僕、2

　0　0　1年だったか2 年だったか忘れましたが、このブレゲンツのフェスティヴァルに伺

ったことがあります。僕が観せていただいたのは、さきほどの湖上オペラの《ラ・ボエー

ム》でした。この《ラ・ボエーム》を上演する前に、湖の向こうに夕日が沈んで、そして

ドイツから来た船が着いて、そしてお客さんがいっぱいになって始まるという、ものすご

くロマンティックですばらしい環境でした。

ただ、彼女の話に出てこなかった欠点が1 つだけあります。ものすごく寒い（笑）。前か

ら寒いとおどかされていたので、厚着して行って、それで、売店で売っているボエーム毛

布とかとい うものも買いましたが、それでも賄いきれなくらい寒かった。ですから、ブレ

ゲンツのオペラと聞くと、僕は、その夏にもかかわらず、あの寒かった思い出が浮かび上

がってきますが、環境としては非常にすばらしいのと、セットがやはりとても大きいです

から、ふだん劇場で観るのとは全く違うオペラが体験できて、とても興味深いものでした。

ただ、僕が聴かせていただいて、今のお話も聞いていて思ったんですが、やはり僕らは

オペラというと、生の声を非常に大切に思います。以前も、アグネス・バルツアAgnes　Baltsa

がオーチャードホールでギリシヤの歌を歌ったことがあって、そのときにアグネス・バル

ツアはマイクロフォンを使って歌いました。僕はアグネス・バルツアの歌は、ギリシヤの

－25－



歌が大好きだったものですから、チラシの裏に推薦文を書きました。たまたまそのコンサ

ートが終わった段階で入り口の辺にいたら、お帰りになるお客さん何人かから、「おまえが

余計なことを言うからここへ来てみたら、マイクで歌ってるじやないか」みたいなことを、

どなられた経験があります。

確かに、マイクを通すと、声を聴く楽しみとい うのが、ちょっと違ってくる。これだけ6

，700 もある席ですから、やはりマイクロフォンは必要で、オーケストラが別のところ

にいること等々を考えると、現代のエレクトロニクスを効果的に使うことはとても意味が

あることだと思います。ただ、特に日本のオペラが好きな方は非常に純粋なところがあっ

て、マイクを通した音に関してどう考えるだろうとい う疑問を、ちょっと持ちながら話を

伺いました。

【石田】　　ありがとうございます。そうなんです。ブレゲンツは寒いんです。休憩中に

ほんの一部ごらんいただいた《ラ・ボエーム》をずっと観ていきますと、2 幕ぐらいでし

たか、雨が降り出します。もう今は有名になってしまったロランド・ビリャソンRolandVillazon

がずぶぬれで歌を歌っていて、髪の毛が額に張りついて大変な状況になっている。

それでも歌手はもう演じきって、歌っているのです。一方で、お客さんもコートを着て観

ている状況です。でも、それは屋外ならではの、ちょっと賭けのようなところがありまし

て、楽しみでもあるのかなと思いながら聴いておりました。

それでは、寺倉さんのほうからも少しお話をいただいてよろしいでしょうか。

【寺倉】　　私はこの場にいながら、ブレゲンツ音楽祭には、まだ行ったことがないんで

す。確かに生音、生オーケストラの魅力は、オペラの醍醐味の大きな部分を占めるとい う

ことはありますが、近年NHK の衛星放送等でブレゲンツ音楽祭の映像が流されるケース

が増えてきまして、たしか一番最初は、現在インテンダントを務めているデイヴィツド・

パウントニーの演出した《フィデリオ》が放映されました。その後、リチャード・ジョー

ンズRichard　Jonesという、やはりこの人もイギリスの演出家ですが、今黒田先生からお話

があった《ラ・ボエーム》もビデオで放映されています。今年、ロバート・カーセンRobertCarsen

、日本でもおなじみの演出家ですが、彼の演出した《トロヴァトーレ》も、NHK

がやはり共同制作で収録に参加しているので、やがて放映されるそうです。

今、DVD で、《ラ・ボエーム》と、フェストシュピールハウスの屋内でやったカール・

ニールセンの《仮面舞踏会》、これもパウンドニーの演出で、この2 本が手に入ります。残

念ながら《ラ・ボエーム》も《仮面舞踏会》も日本語の字幕は入っておりませんが。先ほ
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どの黒田先生がおっしやったPA を使うて声を増幅することの是非というか、つながるこ

とですが、ブレゲンツ音楽祭自体が、特に湖上舞台の場合に、やはり屋外という制約から、

大体1 つの上演を休憩なしで2 時間程度にまとめるということもあって、場合によっては

作品をカットしているということはありますね。ただ、これは難しいところで、やはりエ

ンターテインメントとして、オペラをイベントとい うか、1 つのスペクタクル、見せ物と

して観ることによって、ブレゲンツでオペラというものに触れ、オペラの楽しさに初めて

そこで目覚める方もいるとい う、功罪あるうちでは、やはり非常に功績のほうが大きいの

ではないかと思っております。

もう1 つ、ここ20 年ほどのドイツ・オーストリアを中心としたオペラ界のトレントと

しては、やはり演出家主導の舞台について、功罪両方から言われております。特にブレゲ

ンツで特徴的と思われるのが、エンターテインメント性を重視しながらも、その作品をな

いがしろにするのではなく、むしろ作品の新しい解釈とい うか、先ほど一部流されていた

《ラ・ボエーム》なども、じっくりごらんになられると、非常に鋭い解釈で、作品に対し

て新しい見方を提示するような、レベルの高い演出がなされています。

現監督のデイヴィッド・パウントニーは、イングリッシュ・ナショナル・オペラ（以下ENO

）、英語でオペラを上演するロンドンの劇場ですが、そこで演出監督をやっていて、

その後、今はブレゲンツで監督をやっている人です。例えば、この講座のシリーズで来た

ことがある、バイエルン州立歌劇場のインテンダントをこの7 月まで務めていたピータ

ー・ジョナスPeter　Jonasが、そのイングリッシュ・ナショナル・オペラの総監督であり、

演出監督がデイヴィッド・パウントニーでした。そして、パウントニーの補助をしていた

のが、日本では新国立劇場の〈ニーベルングの指環〉で有名になったキース・ウォーナーKeith

Warnerです。

そうして、ピーター・ジョナスさんがミュンヘンに行くことにより、ミュンヘンのオペ

ラハウスでは非常にENO スタイルの舞台が増えた。同じように、ブレゲンツも、パウン

トニーさんを中心としたENO スタイルがそこで入ってきた。現在のウィーンでも、チュ

ーリヒ歌劇場でもそうした舞台はありますし、ヨーロッパにおいて非常にシェアが大きく

なっています。ただ、やはりトレントというものは飽きられることもあるわけで、今、そ

ういったものはやや多くなりすぎて、その中での好き嫌いが、お客さんの側にも出てきて

いるようです。クライニッツさんがこの11 月から移られるブリュッセルのベルギー王立

モネ劇場は、やはりシーズンを通したオペラハウスですので、ブレゲンツとはいわゆるお
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客さんに対する使命とい うか、役割が当然異なるわけですけれども、ブレゲンツの場合は、

非常に視覚的に派手な舞台が要求されるのに対して、ブリュッセルのモネ劇場は、大きさ

としては手ごろな小振りな劇場ですので、もっと別のスタイルが必要とされるのではない

かと思います。

例えば、モネ劇場とい うのは、モルティエさんがかつて監督をされていましたが、モー

リス・ベジャールMaurice　Bejartのバレエ団を持っていたところです。そのベジャールの

バレエ団から、古典バレエにとどまらないダンスも重視していて、今、アンヌ・テレサ・

ドウ・ケースマイケルAnne　Teresa　de　Keersmaekerとい う振り付け兼踊り手の方が率いる。

「ローザスRosas」というグループが、モネ劇場を本拠にしています。ケースマイケルが大

野和士さんと協力してオペラをつくったりしているとい う意味では、今、非常にタンツテ

アターとオペラとの共同作業が始まりかかっているとい うことも、クライニッツさんのお

話に触発され、思いました。

【石田】　　ありがとうございました。いろいろなお名前が出てきましたけれども、どの

お名前も、今ヨーロッパの一線で活躍されている方ばかりだと思います。

先ほどからお聞きしていても、また映像をごらんになってもわかりますように、ブレゲ

ンツ音楽祭はどちらかというと、いわゆる正統派の劇場で行われるオペラの舞台ではない

わけです。そういうところに、パウントニーや、お手元の資料のいろいろな演出家、指揮

者に、一流の人たちが来ているのです。音楽祭のプログラムの組み立てについて、更に教

えていただけますか。

【クライニッツ】　　まず湖上ステージのプロダクションを1 回実現するために、通常の

屋根付きの歌劇場で1 つのプロダクションにかかるコストと比較してみますと、湖上の1

ステージの制作コストは、通常のオペラハウスの5 公演分の制作費に匹敵すると言われて

います。時間的にも5 倍、コストも5 倍かかるという大がかりなものです。

そして、この湖上ステージについては、ブレゲンツ音楽祭の話イコール湖上ステージの

話にどうしてもなってしまう。予算面でもやはりそうい うことがあるわけです。ただ、ブ

レゲンツ・フェストシュピーレは、決してその湖上ステージだけではなく、先ほど紹介し

たように、並行してさまざまな会場でいろいろと珍しい作品、音楽史上、上演されるべき、

そして上演する価値のある作品、そしておもしろい演出、いろいろと実験的な試み等が行

われています。ただ、そ ういった公演が可能なのも、この湖上ステージで行われている舞

台のチケットをどれだけ売ったかという、その収入の一部がすべてそうした珍しい公演、
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ほかの会場で行う公演の制作費用に充てられているというのが現状です。

ですから、どうしてもこの巨大ステージを使い、また、いろいろなことを並行してやら

なければいけないことから、チケット販売を考えた場合に、まずこの湖上ステージの舞台

で、何枚チケットを売るかにすべてがかかっています。　2　0　0　7年のプロダクションに関

しても、ほかの会場の座席のチケットよりも、まずはこの湖上ステージのチケットを売っ

ていかなければいけないのが、我々にとっては最優先課題になります。矛盾のようですが、

現実はそういうものなのです。

あと、お天気とPA の話ですが、すべて運を天に任せるしかないという音楽祭です。

12 、3 度しか気温が上がらない夏という悲惨な年もあれば、2　0　0　3年の《ウェスト・

サイド・ストーリー》の公演のように、ずっと晴天に恵まれて、すべてのチケットが売り

切れ、完売状態が続き、3 週間目になって、もう1 ステージつけ足して追加公演をやって

も大丈夫だということで、初めて追加公演を1 回やろうと決めたときがありました。この

ときは、もともと予定されていなかった公演でしたが、フェストシュピールハウスのほう

でコンサートがまずあり、このコンサートが終わってお客さんがはける時間帯を計算して、

夜の10 時半から《ウェスト・サイド・ストーリー》をもう一度湖上ステージで上演しま

した。それでも満席になり、大体深夜O 時過ぎまで続きましたが、そういうこともあるわ

けです。

あと、聞こえてくる声が生の声ではなくてPA を使った声であるということについて、

音響面に関しては、年々いろいろと改善されてきておりまして、《ラ・ボエーム》の舞台1

つとっても、2 　0　0　1年から2 　0　0　6年までの間に非常に技術的にもすばらしい、いろい

ろな改革が重ねられてきました。当時と比べると、今は全く比較にならないくらいの音響

になっていると思います。確かに生の声が聴けないとい う問題はあるかもしれませんが、

私がいつも言うことで、内容のない声は、幾らPA を使っても、そのままでしか聞こえな

い（笑）、美しくない声を、PA を使って美しくすることは不可能であると考えています。

我々は、技術的にいかにその美しい声を、その美しいまま出せるかということを、いろい

ろと工夫を重ねていくしかないと考えています。

【石田】　　なるほど。

【黒田】　　ちょっとその《ラ・ボエーム》について、僕、補足的にお願いしたいんです

けれど。この《ラ・ボエーム》、湖上オペラのステージがとても大きいものですから、例え

ば、アルチンドーロの部屋とか、ミミの部屋とかありまして、ミミはそこで何か縫い物を
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していたり、アルチンドーロは奥さんとテレビを見ていたりして、そして、登場に必要に

なると、そこから出ていくという演出でした。これは劇場内での上演ではおそらく不可能

で、やはりあれだけ広いところでやるからこそ、そのおもしろさが出るのです。例えば今

度の《イル・トロヴァトーレ》にしても、最後、炎に包まれちゃう。本火を使うことだけ

でもステージでは難しいのが、全部のステージが火で包まれちゃうみたいなことは、演出

家たちにとっても、やはり湖上でしかできないことで、これは独特の魅力かおるものです。

僕はマイクロフォンを使うことが悪いと言っているのではなく、やはり大きいところでや

ったことの魅力も十分にある。ただ、お出かけになるときは、せいぜいホカロンを山ほど

お持ちになることをお薦めします。

【石田】　　またそちらにお話が行ってしまって（笑）、よっぽど寒い思いをされたんだと

思います。いかがでしょう、そういうスペクタクル性がオペラの芸術面に邪魔になること

はないんでしょうか。

【黒田】　　例えば、《ラ・ボエーム》というのは非常にインティメートな作品ですよね。

非常にインティメートな情感を歌っている作品だけれど、ああ、こういうやり方もあるか

という感じで僕は楽しませていただきました。ですから、先ほど寺倉さんから、入門とし

て有効であろうとい うお話がありましたが、例えば、オペラにあまりなじんでいない人が、

その《ラ・ボエーム》によって楽しみを知るということもできるでしょう。ただ、逆に、

僕なんか、そこそこオペラのすれっからしですけれど、そういう人間が観ても、ああ、こ

ういうやり方があるのか、あそこでアルチンドーロがいて、ここにミミが何か縫い物をし

ている、おもしろいなという見方も可能で、やはりそこは演出の才気というのが十分に発

揮されていました。ただ、ここのプロダクションは、もしかすると歌い手より演出家のほ

うがたくさんギャラを取っているんじゃないかということも思ったりもします。

【石田】　　実は、そのキャストの部分はクライニッツさんにお聞きしたいところです。

先ほどの《ラ・ボエーム》もビリャソンがまだ有名になる前の映像です。ヴェッセリーナ・

カサロヴアVesselina　Kasarovaも、今やもう本当にトップクラスの歌手になりましたが、

ブレゲンツに無名時代に出ているそうです。クライニッツさんはオペラ監督という立場で、

キャスティングの責任者でもいらっしゃいます。若手の、これから出ていく直前の歌手を

つかまえるのは、力の発揮のしどころですよね。その辺りを教えていただけますか。

【クライニッツ】　 まずチャンス。ラッキーでなければいけないというのが1 つ。あと、

電話代はかなりかかります。いろんなところへ電話をかけまぐって情報を集め、そして、
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あちこち旅をしなければ、そうした若い良い才能には出会えません。

あと、歌手は、個人的にも常にネットワークを大事にしています。いろいろなところで

「おもしろそうな歌手がいる」といったうわさをいち早く聞きつけて、個人的にも聴きに

いくことを欠かさない、こういう努力が必要だと思います。私は自分の耳で実際に聴いた

ことのない歌手、また、実際に自ら接触を持ったことのない歌手を雇うとことは一切しま

せん。

それから、あと、ブレゲンツならではのことがあります。やはりフェスティヴァルなの

で、非常に長い時間、6 週間とか8 週間とかリハーサルを重ねるわけです。それから、ブ

レゲンツでは若い歌手を雇うことが多く、大体はトリプル・キャストを組んでいます。こ

のトリプル・キャストを組んでいて、若い歌手で、まだスターになる直前の歌手を選んで

いるので、皆さん、あまりお互いにライバル心みたいなものがなくて、仲間うちで一緒に

この6 週間楽しく仕事をしていくところがある。例えば、ビリャソンとジョセフ・カレー

ヤJoseph　Callejaとアルフレード・ポルティッラAlfred　Portillaとい う、トリプルで組

んだことかおりましたが、やはりそのときは、まだみんな20 代の若い歌手たちで、だれ

がトップで、主役で、端役で、二番手でとい うことは一切に気にせず、和気おいおいとや

っていたところがあります。

すばらしいと思ったのが、とにかく皆、楽しんでブレゲンツのフェスティヴァルのプロ

ダクションに参加してくれることです。例えばビリャソンが歌っているときに、残り2 人

が劇場の客席で座って聴いていて、自分の同僚に、もう本当に目いっぱいブラヴォーと拍

手を送っているとい う、その姿を見たときに、もうこれは友情関係が彼らの間に芽生えて

いて、パートナーとして本当に心から拍手を送っているんだと、温かいものを感じました。

ブレゲンツに関しては、ここ6 年くらい前からそういうスターになる直前の良い若い歌

手をピックアップすることが始まったわけではなく、実はもう大分前、20 年、30 年く

らい前から、私の知る限り、後のブルク劇場の大スターがそこで演じていたり、また、歌

手でも、後の大スターになった人たちがそこで歌っていたということがあります。ここは

将来のスターがそこで歌ったり演じたりしていることが非常に多い音楽祭です。

【石田】　　なるほど。ほかの音楽祭でも、これから出てくる歌手をチェックする上では

欠かせないというような、つまりいい新人を必ず押さえているから、ここは聞いておかな

ければいけないとい う話を業界の間でも聞くことがありますね。ブレゲンツもその1 つに

なっているのかなと、今のお話を聞いていて思いました。
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ブレゲンツ音楽祭は最初からこれほど大きな音楽祭ではなかったと、さっきの第1 部の

お話にありました。では、今ほどの規模の音楽祭が実現できるようになったのはいつごろ

からで、その理由は何で、今でもチケットの販売が悪くて財政的に苦しくなったりするこ

とがあっても、そこを解決するにはどうしていますかとい うお話をしていただきたいとい

うリクエストが出ています。

【クライニッツ】　　まず過去と比べて、いつから今のブレゲンツ音楽祭の規模になった

かは、私の前任者たちの時代、先輩たちの時代も、またそれは1 つのすばらしい音楽祭を

つくり上げていたわけで、比較することはなかなか難しいです。

ただ、やはりブレゲンツにとって大きな転換期となったのが、19 　8　3年のシーズンで

はないかと思います。この83 年というのは、ウォップマンがインテンダントに就任した

最初の年で、ジェローム・サヴァリーJerome　Savaryの《魔笛》、これが大きなきっかけ、

転機になったと思います。この湖上ステージを使ったサヴァリー演出の《魔笛》は、非常

に技術的にも複雑で、あまりにも技術的に解決すべき問題が山積していたがために、技術

スタッフのチーフの人間が途中ですべて放りだして逃げ出そうとしたとい うくらい大変な

ものでした。これが大成功を収めて、これは1 年で終わらせるのはもったいないというこ

とで、翌年も、もう一度これをやろうということになり、2 年にわたってこの《魔笛》が

上演されました。ここからブレゲンツの湖上ステージは2 年サイクルで新しくしていこう

という発想が定着しました。　2年だったら、かかった制作費が回収できるという目安みた

いなものを、この83 年の公演のときにつくることができました。ですから、83 年が1

つの転機だったと思います。

【石田】　　わかりました。黒田さん、音楽祭にはお客様としていらしたと思いますが、

周りのお客様の様子はいかがだったんでしょうか。というのは、若い観客を引きつける秘

訣は何か、お客さんの構成はどうなっているか、要するに老若男女、どんな方がいらして

いるのかというようなご質問が、会場から幾つか出ているのです。

【黒田】　　例えば、ウィーンの国立歌劇場とかミラノのスカラ座に伺うと、もうオペラ

だけが目的という感じの方が、当然だけれど、この歌い手が歌うからこの公演に来たとい

う、興味がかなり焦点化された方が客席にいることがわかりますが、このブレゲンツの場

合、極端なことを言うと、だれが歌っていてもいいや、と。それはいい歌じゃないと困る

けれど、それほど厳しく限定していなくて、ともかく湖の上に舞台があるということは非

常に興味深いことですから、そこに身を置くことの幸せというのが、まず一番あると思い
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ます。

ですから、オペラでは、もちろん非常にすぐれたオペラの公演ではあるけれど、一種ツ

ーリズム、旅行の楽しみの延長の先に、この湖上オペラかおる。やはりいろいろほかのこ

ともこの音楽祭では行われてはいても、湖上オペラだけが突出して話題になって写真が紹

介されたりすることもありますけれど。だから、例えば、ヴェローナとも違うと思います。

野外でやっていても、やはりヴェローナの場合には、もう少しオペラ、オペラしているけ

れど、もう少し開かれた感じで皆さんがいます。だから、割とゆったりと楽しんでいると

いう印象を持ちました。

【石田】　　皆さんが気楽に楽しみに来ているということですね。

【黒田】　 そう。だから、船が来たり、星が輝いたり。ヴェローナもああいう外だけど、

船は来ませんから。

【石田】　　ちょっと無理ですね、それは。実際にドレスアップしたお客様が船でドイツ

側から湖の桟橋に着いて、その人たちがひょこひょこ歩いて、湖上ステージの客席にお座

叫こなる、そういった流れもあるようです。

【黒田】　　だから、あの船の中で、来る方たち、ワインか何か飲んでいないはずはない

わけですよ。黙って乗ってくるとは思えないわけです。そうすると、みんな幸せな感じで

いらっしゃるでしょう。だから、もう……。ただ寒いだけで。

【石田】　　ビールじゃないほうがいいんですね。どうでしょう、クライニッツさん、い

ろんな方、お子さんも楽しみにいらっしゃれるということですね。

【クライニッツ】　 これは日本では、どうい う状況になっているかは存じ上げませんが、

オーストリアにおける音楽教育事情というのは決して芳しいものではありません。いろい

ろと問題を抱えている、あまり充実していないという問題が実はあります。そうしたこと

から、ブレゲンツでは、オーストリアだけではなくて、隣接するドイツやスイスの学校な

どを回って、そうした学校の生徒さん、それから学校で教えている音楽の先生たちを音楽

祭のほうに招待して、最後のほうのリハーサル、つまりゲネプロの直前くらいのリハーサ

ルを開放する形で、この子供たちに観せるということをしております。　7，000 人くらい

のお子さんがこれを見に来るわけです。このお子さんたちがリハーサルを見学した後に、

午後2 時くらいから、そこで演奏している、また歌っているアーティストたちとの交流の

場も設けられており、彼らと実際に話をすることもできますし、また、ステージ見学、こ

の湖上ステージのバックステージ・ツアーもちゃんとあります。技術者だちと直にお話を
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したり、いろいろなことを教わったりする体験コーナーも設けています。

この辺がもしかしたらヴェローナと大きく違うところかもしれませんが、子供たちが実

際にステージを見学して、そこのステージで働いている人たちと直接接することによって、

自分たちもこういう仕事があるんだということを教える、1 つの現場にもなっている。ま

た、ブレゲンツの舞台の上で、作品によっては児童合唱団なども登場しますが、この児童

合唱団は、大抵は地元の児童合唱団であることが多い。そうすると、こうしたステージで

一緒に同じ舞台に立つ魅力を、若いときからお子さんたちに教えることができる。自分も

この合唱団に入れば、ここで歌うことができるんだなということを子供たちに教えること

もできるわけで、オペラというと敷居が高いように思われている、そういう芸術を子供た

ちに少し身近にするきっかけをつくってあげることができるのではないかと思います。

【石田】　　この湖上ステージのバックステージ・ツアーというのは、ぜひ私も参加して

みたいです。ヘルメットはかぶるんですか。要らない、わかりました。

では、寺倉さんにお話をしていただきたいと思うんですが、ブレゲンツと同様に湖上ス

テージを持っているメルビッシュとい う音楽祭がオーストリアにあります。そちらとの関

係はライバル関係ですか、それとも、協力関係ですかというご質問がありました。お手元

の資料のように、今ヨーロッパでは大変多くの音楽祭があり、オーストリア国内にも、主

なものを挙げただけでこれだけあります【当日配布資料「世界のオペラ・フェスティヴァ

ル」参照】。つまり、ザルツブルクでも4 つほどあり、ウィーンも、グラーツも、インス

ブルック等々もある中で、その1 つとしてのブレゲンツがあるという状況です。もちろん、

ほかの国、アメリカ、イギリス、イタリア、スイス、ドイツ、いろいろな国でこれだけ大

きなオペラ・フェスティヴァルがあって、古楽フェスティヴァルなどというのもブームか

のように、いろいろなところでやっているという状況があります。今のヨーロッパの音楽

祭の現状を少しお話をいただけるとありがたいです。

【寺倉】　　例えば、ことしはモーツァルトの記念の年とい うことで、ザルツブルク音楽

祭が特にクローズアップされたことはあると思います。ザルツブルク音楽祭は、とにかく

モーツァルトの全舞台作品を上演するということを公約にしてしまったために、限られた

時間とお金、人材でそれを実現するために、ものすごくコー・プロダクションが多かった

んです。中に1 つだけ異彩を放っていたのが、H．　W．ヘンツェHans　Werner　Henzeという現

代の作曲家が三島由紀夫の原作をオペラにし、それを日本語版に書き替えたもの、《午後の

曳航》というオペラを演奏会形式で日本人の歌手の方々が主要な役を担って歌われました。
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これはゲルト・アルブレヒトGerd　Albrechtの指揮でしたが、そのほかは、モーツァルトの

作品に関しては、イタリアやドイツ、あるいは別の音楽祭とのコー・プロダクションなど

が非常に多かった訳です。

メルビッシュの場合は、基本的にウィーンのフォルクスオーパーの人たちが、夏の間、

そこで何かをやるということです。これはクライニッツさんに教えていただきましたが、

ハラルド・セラフィンHarald　Serafinというフォルクスオーパーの名物男が、いまや象徴

的な存在として、歌うよりは、キャバレティストとして舞台に出てきてお客さんをわかせ

る役を担っていて、いまだに人気があるということです。

また、今の石田さんのお話とはちょっとずれますが、ザルツブルク音楽祭に日本人の歌

手が出たように、来年、ブレゲンツの音楽祭で、湖上ステージは《トスカ》が、ウルフ・

シルマーUlf　Schirmerの指揮、フィリップ・ヒンメルマンPhilipp　Himmelmannの演出で予

定されています。もう1 つ、屋内のフェストシュピールハウスでは、ペンジャミン・ブリ

テンの《ヴェニスに死す》とい うオペラを、ピーター・ブルックPeter　Brookの劇団に長く

いて、俳優及び演出家としてヨーロッパでの活躍が多い、ヨシ笈田さんという日本人の演

出家が来年ブレゲンツに登場します。　日本人の歌手や日本人の指揮者がブレゲンツに出る

可能性についても、クライニッツさんに伺いたいと思います。

【クライニッツ】　　指揮者では、完全な日本人とは言えませんが、ケント・ナガ ／　KentNagano

さんがブレゲンツで指揮しています。あと、実はことしの夏《青ひげ》、オペレッタ

をやりましたが、ここでは日本人の若い歌手が2 人が出演しています。 ウィーンに留学す

る日本の声楽家、音楽家は、とても多いですが、そうしたウィーンで勉強している男性と

女性の歌手それぞれに役を与えました。これはウィーンに行って、私がオーディションを

して、その結果、その2 人が選ばれたという状況です。

【石田】　 お時間もなくなってきましたので、お話をまとめる方向にと思っております。

【黒田】　　ちょっと僕、伺いたいことがあります。音楽祭というのは、一種の街おこし

だと思います。このブレゲンツの街も、行ってみると、先ほどからお話のように、とても

小さい街です。この音楽祭が街おこしの一つの方法とすると、このブレゲンツの音楽祭、

湖上オペラだけでもよかったのではないかという気がするんです。やはり湖上オペラは、

とっても有名になっています。でも、やはり音楽祭というからには先ほどのお話しのよう

に、そのほかのいろんな催しをやっている理由というのは何でしょうね。

【クライニッツ】　　まず、メルビッシュの音楽祭がそうであるように、湖上ステージの
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この舞台だけをやっているとしたら、我々は助成金なしでも十分にやっていけます。ただ、

この湖上ステージの催し物だけに終始しないのは、フェスティヴァルと言われる以上は、

いろいろなお客様の嗜好や要望に応えなければいけないという義務があるからです。いろ

いろなお客様、いろいろなものを聴いてみたいというお客様がいる。彼らのニーズに応え

なければいけません。

その一方で、若いアーティストを紹介していく義務もあります。例えば、若い作曲家に

湖上ステージを与えるということは、我々はしません。若い作曲家には、ヴェルクシュタ

ットビューネ、「工房」と呼ばれる舞台で彼らの作品を紹介します。彼らを招いて曲をつく

ってもらうということをするわけです。

また、オーケストラはウィーン交響楽団がメイン・オーケストラです。彼らは、4 週間

後くらいに日本ツアーをスタートさせます。それだけ国際的な知名度の高いオーケストラ

を4 週間以上拘束するわけです。そうすると、同じ舞台を繰り返し4 週間やるだけでは、

彼らのほうでも納得しないということがあります。同じ舞台をやるだけではなく、もうち

ょっとほかのものもやらせてくれという、アーティスト・サイドからのニーズも出ます。

そう考えた場合、やはり我々としては、予算の中で工夫できる限り工夫をし、アーティ

スト・サイドのニーズにも応えつつ、多様化するお客様のニーズにも十分に応えられるだ

けの催し物を提供しなければならず、湖上ステージだけではないとい うことになります。

【黒田】　　そのために、公演がルーティンにならないで、非常にクリエイティブになっ

ていると考えてよろしいでしょうね。

【クライニッツ】　　ことしはモーツァルト・イヤーで、あちこちでモーツァルトが演奏

されていますが、我々は当初から、もちろんモーツァルトもやるけれども、それ以外の作

曲家も取り上げることをしており、ブルックナーも、マーラーも、ベルクのコンチェルト

もやり、ツェルハを入れたりと、非常にいろいろな作曲家の作品を取り上げました。オー

ケストラにとっても、やはりそれが1 つのモチベーションにもなる。そして、常に新鮮な

気持ちで舞台に向かえるという利点があります。そして、やはり何よりも、ウィーン交響

楽団の新しい音楽監督ファビオ・ルイジFabio　Luisi　という指揮者がブレゲンツに来てくれ

るようになったのは、我々にとって大変大きなメリットです。

【石田】　　クライニッツさんは今度11 月からベルギーのモネ劇場で新たにポジション

を得られて仕事をされるとい うことで、今ちょうどその合間のターニング・ポイントだと

思います。　ヨーロッパではこういった動きは、もちろん、歌手にも小さな劇場で歌い始め
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て、だんだん大きな劇場でキャリア・アップしていくという大きな流れがあるわけです。

制作スタッフでも、そういう流れかおるということですね。クライニッツさんにとっての、

ブレゲンツでの総括をしていただきたいと思います。また、これからモネ劇場でどのよう

なことをされていくのか、お話しいただけますか。

【クライニッツ】　 ブレゲンツ・フェスティヴァルとは、大きなリスクを伴う現場です。

先ほどから申し上げているように、湖上ステージを失敗すると、全部がなし崩し的に失敗

する、予算面でも大変なリスクを背負う、そういうプレッシャーの中で毎年ずっと仕事を

続けなければいけないという意味で、非常に大変な職場だと思います。

ただ集中した形で、大体同じチームで1 つの巨大なプロジェクトをつくり上げていくの

で、成功すると、そうした現場からなかなか離れられなくなるというところがあります。

チームとの一体感というものが、長い制作過程を経て生まれてきますので、非常に離れが

たい、本当にもう家族のような制作チームになっているのがブレゲンツの大きな魅力でし

た。

ただ、その一方で、対外的にはブレゲンツだとフェストシュピールなので、夏の公演を

しているときは仕事をしているけれど、そのほかの月は仕事してないじやないかというこ

とを言われたりもしますが、実際、制作というのは年間通じてずっと少しずつ続けられて

いるわけなので、なかなかその裏の部分は見えてこない。仕事の仕方というものが、フェ

スティヴァルの場合と、年間通年でやっているオペラハウスとは全然違います。一度10

ヵ月舞台をやっている劇場でも、仕事をしてみたいと思ったのが、モネ劇場のオファーを

引き受けた理由です。決して自分の中で何か具体的なキャリア・プランニングがあって、

ブリュッセルに行こうと思ったわけではなくて、ブリュッセルに行くことを決心した理由

は、10 ヵ月通年の劇場で、少し違うタイプの仕事がしたかったとい うことです。

もう1 つ、住む場所として、ブリュッセルという街は大変魅力的な街です。いろいろな

言語が飛び交いEU の本部がある、ヨーロッパの中央都市です。その中央都市でありなが

ら、非常に人間的なサイズというものを保っている街です。劇場のサイズというのも、非

常に仕事がしやすい、とても親密性を保った、いいサイズの劇場であるということから決

心をいたしました。ロンドンやニューヨークのような巨大都市とはまた違う、そこでは実

現し得ないような仕事が、ブリュッセルの街ではできるような気がします。

【石田】　　ありがとうございます。

先ほど黒田さんのほうから「ツーリズム」という言葉がございまして、クライニッツさ
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んが何度かおっしやっていた言葉に「巡礼の地」というのがありました。フェスティヴァ

ルというと、どうしてもそういう言葉とは切っても切り離せないような気がします。ちょ

うど「ツーリズム」という言葉も出ましたし、そのフェスティヴァルの持つ魅力は何なの

か、言葉で表せない雰囲気のようなものなのか、その辺りが、キーワードのような気がし

ています。

【黒田】　　フェスティヴァルが楽しいのは、前半でもお話があったように、日常生活か

ら完全に切り離されているところで楽しめることだと思います。随分前ですけが、ザルツ

ブルクの復活祭音楽祭でカラヤンが《マタイ受難曲》をやったことがあり、そのときは午

前11 時から第1 部の公演があって、午後の公演が、たしか4 時ぐらいからだったと思い

うます。その間にお昼ご飯を食べて、昼寝してきなさいと。そして、《マタイ受難曲》を前

後2 つに分けて聴くと。これは、上野の東京文化会館でやられても、僕たちは困るわけで

す。やっぱり続けて聴かせてくれないと。ところが、旅先であればそれが可能になる。だ

から、日常生活でいろいろついている尾ひれが全部なくなって、自由にいるところで、ま

たオペラの体験とい うのはかなり非日常的な体験ですが、その非日常的なところにいて、

もう1 つ非日常的な体験ができるから、おもしろければものすごくおもしろいし、つまら

ないと、ここに来てこんなものを聴かされて、とい うむかっ腹が立つことはすごくありま

す。切り離されたところにいるということの楽しさだろうとい うふうに思います。

【石田】　　それでは、お時間が来てしまいましたので、最後に1 つ、これはリクエスト

でしょうか。本日の参加者は、ブレゲンツ音楽祭のチケット購入を優先的にしていただけ

るのでしょうか。本日の参加者に対して優待連絡をいただけることはありますか（笑）。

【クライニッツ】　　昭和音楽大学はどうかわかりませんけれども、旅行会社を通してチ

ケットを購入していただきますと、団体でチケットを購入していただけます。当然ながら、

事前に彼らのほうにチケットが回るようになっています。特にこの湖上ステージのチケッ

トに関しては、日本のさまざまな旅行業者の窓口にお問い合わせいただければと思います。

【石田】　　ありがとうございます。来年の湖上ステージは《トスカ》だそうです。

それでは、最後に皆さんにご案内をさせていただきます。こちらのA4 の紙は、今後の

本プロジェクトの公開講座シンポジウムの予定です。　1月にグラインドホーン音楽祭のお

二方をお呼びすることになっております。「オペラをめぐる祝祭」という、本日と同じタイ

トルで、グラインドホーンにおける祝祭性とは何かをお話しいただきたいと思います。　3

月にはロバート・カーセンさん、演出家です。ことしと去年のブレゲンツ音楽祭の湖上ス
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テージの《イル・トロヴァトーレ》の演出をされたカーセンさんが、来日されます。その

折にこちらのシンポジウムに出ていただけることになりました。今どんどん交渉している

ところすので、また皆様にご案内を差し上げたいと思います。その折にはどうぞ、お越し

ください。

それでは長くなりましたが、本日のシンポジウム、「オペラをめぐる祝祭、その今日的あ

り方～ブレゲンツ音楽祭にみる大規模オペラ・フェスティヴァル運営」、ゲストにエヴア・

クライニッツさんをお迎えて、黒田恭一さん、寺倉正太郎さんとともに進めてまいりまし

た。本日のシンポジウム、終了とさせていただきます。どうもありがとうございました。
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当日配布資料





1。今日の音楽祭

■音楽祭をどのように創りあげるか

■音楽祭が真の音楽祭になるとき

■ヨーロッパ全土に広 がる音楽祭の趨勢

■音楽祭を創りあげるために必要なこと

・巡礼の地としての音楽祭

・音楽性／芸術性

・音楽祭を取り巻く環境、自然の美（または歴史的背景、作曲家の生誕地であること、など）

例： グラインドホーン音楽祭、ウェクスフォード音楽祭、グレインジ・パーク・オペラ・フェスティヴァル、

シュレスヴィヒ＝ホルシュタイン音楽祭、サヴォンリンナ音楽祭、チューリヒ音楽祭

文部科学省特別補助「オープン・リサーチ・センター整備 事業」シンポジウム

＝ オペラ劇場運営の現在・オーストリアII ＝

オペラをめぐる祝祭、その今日的あり方

～ブレゲンツ音楽祭にみる大規模オペラ・フェスティヴァル運営

「今日のオペラ・フェスティヴァルの運営手法～ブレゲンツ音楽祭をめぐって」

2。 オー ス ト リアー クラ シ ック 音楽 と オ ペラ の 国

～ハイドン、モーツァルト、ブルックナー 、マーラー 、ペ ルク、ツェル ハ、パー ス、etc．

2。1．ブレゲンツ音楽祭の歴史とそのはじまり

・1946年7 月の〈スポーツ・文化週間Sport　and　culture　week〉

・メイン・パートナー：ウィーン交響楽団（1946年～）

3．ブレゲンツ音楽祭の特徴

3．1．地理的条件

・オーストリア、フォアアールベルク州www

．bregenz．at

3。2．湖上ステージSeebuhne

・屋外でのオペラ上演

・2年毎の新制作

・新デザインの立体的な構造物
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3。3．祝祭劇場（フェストシュピールハウス）　Festspielhaus

・珍しい作品、埋もれた作品の発掘・上演

3．　4．コルンマルクトテアターKornmarkttheater

・オペレッタ上演、他のプロダクション・作曲家・テーマに関連する埋もれた作品も上演3

．5．　KAZ　（私たちの時代の芸術 “Kunst　aus　der　Zeit”　）

・現代芸術の上演

【会場】ヴェルクシュタットビューネWerkstattbiihne

ブレゲンツ芸術の家Kunsthaus　Bregenz

shed8（芝居劇場）

3．　6．マルツィン広場Martinsplatz

・せりふ劇の劇場

3．　7．オーケストラ演奏会

・ほとんどの場合、音楽祭管弦楽団（ウィーン交響楽団）による

4．音楽祭運営～組織と財政

・ブレゲンツ音楽祭有限会社Bregenzer　Festspiele　GmbH．

CEO は2 名： 芸術ディレクターと財務ディレクター

4．1．財務状況
・市、地域、オーストリア政府から助成を受けている（理事会Kuratorium ）

・民間助成と友の会組織：ブレゲンツ音楽祭友の会Die　Freunde　der　Bregenzer　Festspiele4

．　2．「芸術創造」とは「価値を創造すること」
．「直接的に利益を生むわけでないこと」に力を注ぐのは意義のあること

4．3．観客

・来場者国別比率：ドイツ・60％、オーストリア・25％、スイス・10％、その他の地域5 ％

4．　4．ボックス・オフィス

www ．bregenzerfestspiele．com
・郵便、電子メール、ファックス、電話、インターネット

・インターネット予約の重要性の増加

・セールス・パートナー（B2B ）： 世界的なチケット販売拠点

www ．festspielhaus．at

5。湖上ステージ：制作の過程と企画

5．1．屋外版と屋内版

5．　2．湖上ステージ用の作品の選択

・どの作品が湖上ステージにむいているか

・どのチームがそれを演出・上演するか

・誰が長い準備期間を引き受けるか

・制作過程における技術的な側面
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5。3．リハーサルのスケジュール、キャスティング、歌手5

．　4．テレビ放送

6。共同制作という「芸術」

重要性、メリットとデメリット

【共同制作の例】

・カール・ニールセン作曲≪仮面舞踏会≫、祝祭劇場Festspielhaus での上演

ロイヤル・オペラ・ハウス・コヴェント・ガーデンとブレゲンツ音楽祭の共同制作

に の他にボフスラフ・マルティヌー作曲≪ギリシャの受難劇 ≫も同じ共同制作）

複数の国際的な賞を受賞（演出：デイヴィッド・パウントニー、装置：ステファノス・ラザリディス）

・レオシュ・ヤナーチェク作曲≪利口な女狐の物語≫

サンフランシスコ・オペラ、ジュネーヴ・オペラの共同制作

・タルト・ヴァイル作曲≪牛売り≫（コルンマルクト劇場）

ウィーン・フォルクスオーパーとリース・ノース・オペラの共同制作

・ジャック・オッフェンバック作曲≪青ひげ≫

ザンクト・ペルテン祝祭劇場（オーストリア）とグレインジ・パーク・オペラ・フェスティヴァル（イギリス）

の共同制作

7．フェスティヴァル会場区域の再建

■祝祭劇場（内装、外装）

■新しいチケット・センター、ボックス・オフィス、レストランの設置

■リハーサル室、歌手や合唱団のための部屋の増設

■湖上ステージの特別鑑賞席を増設（200 席）

■国、州、市、ブレゲンツ音楽祭、ブレゲンツ音楽祭友の会が費用を負担

■建築家：ヘルムート・ディートリッヒHelmut　Dietrich

ムーフ・ウンタートリファラーMuch　Untertrifaller

www ．　dietrich．　unt　ertrifaller．　com

8。結論

今日の音楽祭は、芸術を通じて日常生活を高揚させるー ファンタジーをかきたてる、いわば「くす

りmedicine 」のような一 一一場を多くの人々に提供していくべきである。
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世界のオペラ・フェスティヴァル（オペラ上演を中心としたもの）

国` 名 尚 ・…
…1　

≒�開催地　　 ‥ �i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　r菅 南 祭 名　 辻 ゾ　 ヽ　　　　　　 ヶ　 二　　 …… …�開催日，

アイルランド �ウェクスフオード �Wexford　Festival　Opera �2007年5月31日～6月17日

�キャスルウォード �Castleward　Opera �2007年6月1日～24日

イギリス �ロングボロー �Longborough　Festival　Opera �2007年6月23日～7月28日

�アイフォード �Iford　Arts �2007年6月23日～8月4日

�エディンバラ �Edinburgh　International　Festival �2007年8月10日～9月2日

�ガーシントン �Garsington　Manor �2007年6月9日～7月9日

�グラインドホーン �Glyndebourne　Festival　Opera �2007年5月19日～8月26日

�ノーシングトン �Grange　Park　Opera �2007年5月31日～7月15日

�パクストン �Buxton　Festival　Opera �2007年7月6日～22日

�ロンドン �Opera　Holland　Park �2007年6月5日～8月11日

イタリア �ヴェローナ �Arena　di　Verona �2007年6月22日～9月1日

�トーレ・デル・ラーゴ�Festival　Puccini �2007年7月20日～8月19日

�フイレンツェ �Maggio　Musicale　Fiorentino �2007年4月24日～6月30日

�ペーザロ �Rossini　Opera　Festival �2007年8月8日～21日

�マチェラータ �Sferisterio　Festival　Opera �2007年7月26日～8月12日

�ローマ �Terme　di　Caracalla �2007年7月17日～8月14日

オーストリア �ウィーン �Klangbogen 　Wien �2006年7月20日～8月20日

�エアル �Tiroler　Festspiele　ErI �2007年7月5日～28日

�ガルス・アン・カンプ�Opern　Air　Gars �2007年7月14日～8月12日

�クロースターノイブルク�Oper　Klosterneuburg �2007年7月8日～8月2日

�ザルツブルク �Salzburger　Festspiele �2007年7月27日～8月31日

�ザンクト・マルガレーテン�Opernfestspiele　St．　Margarethen �2007年7月12日～8月26日

�パート・イシュル �Lehar　Festival �2007年7月14日～9月2日

�ブレゲンツ �Bregenz　Festival �2007年7月18日～8月19日

�メルピツシュ �Seefestspiele　Moerbisch �2007年7月12日～8月26日

オランダ �ズヴォーレ �Nederlands　Kameropera　Festival �2007年4月13日～27日

スイス �ソロトウルン �Classic　Openair �2007年7月2日～14日

�チューリッヒ �Ziiricher　Festspiele �2007年6月15日～7月8日

スペイン �ラ・コルナ �Festival　Mozart �2007年5月17日～7月7日

�ラス・パルマス �Amigos　Canarios　de　la　（
：）pera �2007年2月17日～6月23日

ドイツ �アンデックス �Festival　Orff �2007年6月15日～8月5日

�ヴィルトバート �Rossini　in　Wildbad �2007年7月11日～22日

�エアフルト �Domstufen －Festspiele �2007年8月11日～9月2日

�エウティン �Eutiner　Festspiele �2007年7月13日～8月26日

�ゲート・イムリンク �Opernfestival　Gut　Immling �2007年6月22日～7月29日

�ハレ �Handel－Festspiele �2007年5月31日～6月10日

�バイロイト �Richard　Wagner　Festspiele �2007年7月25日～8月28日

�ミュンヘン �Munchner 　Opern－Festspiele �2007年6月30日～7月31日

�ラインスベルク �Kammeroper　SchlolJ　Rheinsberg �2007年6月30日～8月18日

�ルートヴィッヒスブルク�Ludwigsburger　Schlossfestspiele �2007年6月7日～8月5日
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国名 �、開催地 �音楽祭名
．・・

．
．・・　　　　　　　　　 ・

・．・ ．卜 �開催日

フランス �エクサン・プロヴァンス �Festival　International　d
’Art　Lyrique　d’Aix－en－Provence�2007

年6月28日～7月22日

�工・レ・バン �Festival　d’Operettes �2007年7月7日～30日

�ベルイル �Lyrique－en－Mer �2007年7月20日～8月17日

�ボージェ �Op6「a　de　Bauge �2007年7月22日～8月4日

ベルギー �ビルツェン �Zomeropera　Alden　Biesen �2007年6月8日～7月8日

［東欧・ロシア・北欧］
，・ ． べ

国 名 、卜心し3` 〃x，、 ゝゝ
ご 回 示 �宍

開 催 地 ， ゛ 尚 尚≒

‘　　 ’冫 φ゙ゝ ．ミ　 〃ら　　x ・、、
�
］音奈鵞颱 ，。三牙 朧

朧 言 言 十 言多……1………
万万．｜�

・ ，　　　　♂・丶・丶Z
濶 侑 呵 ］千 竹　 言 言 ……

了．，
｜

スロヴェニア �リュブリャナ �Festival　Ljubljana �2007年7月2日～9月1日

ハンガリー �ミシュコルツ �International　Opera　Festival　Miskolc �2007年6月13日～24日

ロシア �サンクト・ペテルブルグ �Stars　of　the　White　Nights �2007年5月18日～7月15日

スウェーデン �リドショーピング �Lacko　Slottsopera �2007年7月7日～28日

�ストックホルム �Drottningholms　Slottsteater �2007年5月26日～8月11日

ノルウェー �オスロ �Ultima　Contemporary　Music　Festival �2006年9月28日～10月15日

�クリスティアンスン �Kuristiansund　Opera �2007年2月8日～24日

フィンランド �サヴォンリンナ �Savonlinna　Opera　Festival �2007年6月29日～7月28日

［北 米 ］

．‘　　 ぐ臉郤
’丶φ丶XJ国 各 年 説示

元 �
瀬 練 鯔 顳

…
…sl靉1 ’`目゙．U�蜃 奪 舞 鎭 炎 巨 苦 楽 川 勝1 言回’葎台宍顳

ヽ
自生胆 目

口
談 回゙’1奏� ｀　　・、髟忿　、ぷ　演　 、’ ・ヽ

，．j
開 催 日 言 ょ了 牙…………三 回……ヽ

・　　’ ‘` ’　 汲゙心耳べ．
、，ヽ ．．’ヽ

アメリカ �アスペン �Aspen　Music　Festival �2007年6月20日～8月19日

�アナンディル �Bard　Summerscape �2007年7月5日～8月19日

�ウォルフ・トラップ �Wolf　Trap　Opera �2007年6月2日～8月18日

�グリンマーグラス �Glimmerglass 　Opera �2007年7月7日～8月28日

�サンタ・フェ �Santa　Fe　Opera �2007年6月29日～8月25日

�シヤーロツトビル �Ash　Lawn　Opera　Festival �2007年7月6日～8月12日

�シンシナティ �Cincinnati　Opera �2007年6月14日～7月31日

�セントルイス �Opera　Theatre　of　Saint　Louis �2007年5月19日～6月24日

�チャールストンsc �Spoleto　Festival　USA �2007年5月25日～6月10日

�デンバー �Central　City　Opera �2007年6月30日～8月19日

�ローガン �Utah　Festival　Opera �2007年7月11日～8月11日

［その他］特徴のあるオペラ・フェスティヴァル

］薑 齢 千 二 言

叭XQ丶丶　　・　 ・
，、，澎－�

脯 鰯 朧 朧1 回ぅ万千 宍�廉 鰊 經 …
…
諾 綴｜゙詣

ぺ

熈 炎 ｜
｜｜，

願IN゙ 　’

ぺ

宍1談｜ 熈 ，
，
賺 ｜廱 丱｜，｜

�麹飾朧朧毛言朧朧
イタリア �スポレート �Spoleto　Festival �2007年6月29日～7月15日

�マルティナ・フランカ�Festival　delta　Valle　d’ltaria �2007年7月19日～8月8日

ドイツ �バーデン・バーデン �Festspiele　Baden－Baden �

［秋］2006年10月3日～9日

［冬］2007年1月15日～21日

［聖霊降臨節］2007

年5月25日～6月3日

［夏］2007年7月6日～13日

フランス �オランジュ �Choregies　d’〇「ange �2007年7月7日～8月3日

＊今回は便宜上、期間中にオペラあるいはオペレッタを10回以上、上演しているオペラ・フェスティヴァルを取

り上げた。それ以外でも、特徴のあるオペラ・フェスティヴァルを最後に掲載した。

＊地域別に、開催地を50音順に並べた。

－47－



1 4 8 －

ブ
レ

ゲ
ン

ツ
音

楽
祭

　
オ

ペ
ラ

公
演

1　
（

1
9
9
4
～

2
0
0
6
年

）

演
儷

　
　
千

肖
言
言
瓷
冷
⑤

m
�日

轍
謳

與
蔚

……゙
§

1 ’
・

ヽ
j
回
、’・
萌

j・，
�耆

揮
感

二
…
……

l・
　．

・
�演
出

，
m・
四

び
圉

�舞
舍
翦
董
忽
霞
諳
腦

�衣
装
鎰

，言
苦
宗
。

�
章

嚊
・`

　
…

…
…
・゙

l・゙
呂゚
・
・
蔗

j
j

・

�キ
ャ
ス
耙
年
四

回
｀

　
二

二
回

　
…
…゚
・

J
・゙゙゙
・

　
‥

‥‥
‥

�備
書

し
。

　
　

¶
　

　
　

・
　

　
　

r
・

　
．
・

ナ
ブ
ッ
コ

N
a
b
u
c
c
o
G

．
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

�
1
9
9
4

年
7

月
2
1～

2
3、

2
5、

2
7、

2
9

、
3
0日

8

月
2、

3、
5～

7、
9～

2
2日

�
U
l
f
　

S
c
h
i
r
m
e
r

／
F
r

£
d
e「
r
i
c　
C
h
a
s
l
i
n�
D
a
v
i
d
　

P
o
u
n
t
n
e
y

�
S
t
e
f
a
n
o
s
L
a
z
a
r
i
d
i
s

�
S
u
e
　

W
i
l
l
m
i
n
g
t
o
n

�
D
a
v
y
　

C
u
n
n
i
g
h
a
m

�
N
a
b
U
C
C
O

：
V
a
l
e
r
i　
A
l
e
x
e
j
e
v

　／
　

S
e
r
g
e
j
　

L
e
i
f
e
r
k
u
s
　

／
　

T
h
o
m
a
s
　

N
．

　
P
o
t
t
e
r
　

／
　

M
a
r
k
R
u
c
k
e
r
Z
a
c
c
a
r
i
a

：
　

C
s
a
b
a
　

A
i
r
i
z
e
r
　

／
　

J
o
h
n
　

C
h
e
e
k
　

／
　

M
i
c
h
a
i
l
　

K
r
u
t
i
k
o
v
A
b
i
g
a

Ⅲ
e：
　

M
a
r
i
a
n
a
　

A
n
g
h
e
l
o
w
a
　

／
　

R
o
s
a
l
i
n
d
　

P
I
O
W

内
h
t
　／

　
L
u
b
i
c
a
　

R
y
b
a
r
s
k
a
　

／
j
a
n
e

　
T
h
o
r
n
e
r

－
M
e
n
g
e
d
o
h
t

�会
場
：
湖
上
ス
テ
ー
ジ

S
e
e
b
u
h
n
e
　／
祝
祭
劇
場

F
e
s
t
s
p
i
e
l
h
a
u
s

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団

W
i
e
n
e
r
　

S
y
m
p
h
o
n
i
k
e
r

合
唱
：
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ォ
ル
ク
ス
オ
ー
パ
ー
合
唱
団

C
h
o
r
　

d
e
r
V
o
l
k
s
o
p
e
r

　
W
i
e
n、
ソ
フ
ィ
ア
窒
内
合
唱
団

K
a
m
m
e
r
c
h
o
r
　

S
o
f
i
a

、
ブ
レ
ゲ
ン
ツ
音
楽
祭
合
唱
団

B
r
e
g
e
n
z
e
r
　

F
e
s
t
s
p
i
e
l
c
h
o
r

（
再
演
）

フ
ィ
デ
リ
オ

F
i
d
e
l
i
o

し
v
．
ペ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

�
1
9
9
5

年
7

月
2
1、

2
2、

2
4、

2
5、

2
8、

2
9

、
3
1日

8

月
2、

4～
6、

8～
2
2日

�
U
l
f

　
S
c
h
i
r
m
e
r

／
F
r

＆
i＆
i
c　

C
h
a
s
l
i
n�
D
a
v
i
d
　

P
o
u
n
t
n
e
y

�
S
t
e
f
a
n
o
s
L
a
z
a
r
i
d
i
s

�
S
u
e
　

W
i
l
l
m
i
n
g
t
o
n

�
D
a
v
y
　

C
u
n
n
i
g
h
a
m

�
L
e
o
n
o
r
e

：
　

S
u
s
a
n
　

A
n
t
h
o
n
y
　

／
　

J
a
n
e
　

T
h
o
r
n
e
r

－
M
e
n
g
e
d
o
h
t
　

／
　

G
a
b
r
i
e
l
e
　

M
a
r
i
a
R
o
n
g
e
F
l
o
r
e
s
t
a
n

：
S
t
i
g
　

A
n
d
e
r
s
e
n
　

／
　

W
o
l
f
g
a
n
g
　

F
a
s
s
l
e
r

　／
　

S
e
r
g
e
j
　

L
a
r
t
n
　

／
　

J
y
r
k
i
N
i
s
k
a
n
e
n
　

／
　

R
o
l
a
n
d
　

W
a
g
e
n
f
u
h
r
e
r
D
o
n
　

P
i
z
z
a
r
o

：
　

R
i
c
h
a
r
d
　

P
a
u
l
　

F
i
n
k
　

／
　

P
a
v
l
o
　

H
u
n
k
a
　

／
　

A
l
a
n
　

T
i
t
u
s

�会
場
：
湖
上
ス
テ
ー
ジ

／
祝
祭
劇
場

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団

合
唱
：
ソ
フ
ィ
ア
室
内
合
唱
団
、
モ
ス
ク
ワ
・
ロ
シ
ア
・
ア
カ
デ
ミ
ー
合
唱
団

C
h
o
r

　
d
e
r

　
R
u
s
s
i
s
c
h
e
n
　

A
k
a
d
e
m
i
e
　

M
o
s
k
a
u

、
ブ
レ
ゲ
ン
ツ
奮
楽
祭

合
嵎
団

フ
ィ
デ
リ
オ

F
i
d
e
l
i
o
L

．　
v．
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

�
1
9％
年

7

月
2
1～

2
3、

2
5－

2
7，

2
9

、
3旧

8

月
2、

3、
6、

8～
1
1、

1
3～

1
8

、
2
0～

2
2日

�
U
l
f
　

S
c
h
i
r
m
e
r

／
F
r
e
d
e
r
i
c

　
C
h
a
s
l
i
n�
D
a
v
i
d
　

P
o
u
n
t
n
e
y

�
S
t
e
f
a
n
o
s
L
a
z
a
r
i
d
i
s

�
S
u
e
　

W
i
l
m
i
n
g
t
o
n

�
D
a
v
y
　

C
u
n
n
i
g
h
a
m

�
L
e
o
n
o
r
e

：
　

S
u
s
a
n
　

A
n
t
h
o
n
y
　

／
　

R
e
n
a
t
e
　

B
e
h
l
e
　

／
　

E
v
e
l
y
n
　

H
e
r
l
i
t
z
i
u
s
　

／
　

J
a
n
e
T
h
o
r
n
e
r

－
M
e
n
g
e
d
o
h
t
F
l
o
r
e
s
t
a
n

：
　

W
O
I

り
a
n
g
　

F
a
s
s
l
e
r
　

／
　

R
o
l
a
n
d
　

W
a
g
e
n
f
u
h
r
e
r
　

／
　

G
l
e
n
n
　

W
i
n
s
l
a
d
e
D
o
n
　

P
i
z
a
r
r
o

：
J
u
r
g
e
n
　

F
r
e
i
e
r
　

／
　

P
a
v
l
o
　

H
u
n
k
a
　

／
　

E
i
k
e
　

W
i
l
m
　

S
c
h
u
l
t
e�会

場
：
湖
上
ス
テ
ー
ジ

／
祝
祭
劇
場

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団

合
唱
：
ソ
フ
ィ
ア
室
内
合
唱
団
、
モ
ス
ク
ワ
・
ロ
シ
ア
・
ア
カ
デ
ミ
ー
合
唱

団
、
ブ
レ
ゲ
ン
ツ
音
楽
祭
合
唱
団

（
再
演
）

ポ
ー
ギ
ー
と
ベ
ス

P
o
r
g
y
　

a
n
d
　

B
e
s
s
G

，
ガ
ー
シ
ュ
ウ
ィ
ン

�
1
9
9
7年
7

月
1
8、

1
9、
2
1～
2
3、

2
5、

2
6

、
2
9、

3
0日

8

月
1～

3、
5～

1
0、

1
2～

2
0

日
�

A
n
d
r
e
w
　

L
i
t
t
o
n

／
W
a
y
n
e

M
a
r
s
h
a
l
l
�

G
d
t
z
　

F
r
i
e
d
r
i
c
h

�
H
a
n
s
S
c
h
a
v
e
r
n
o
c
h

�
S
u
e
　

W
i
l
l
m
i
n
g
t
o
n

�
J
e
a
n

　
K
a
l
m
a
n

�
P
o
r
g
y

：
　

D
o
n
n
i
e
　

R
a
y
　

A
l
b
e
r
t

　／
　

G
o
r
d
o
n
　

H
a
w
k
i
n
s
　

／
　

A
r
t
h
u
r
　

W
o
o
d
l
e
y
B
e
s
s

：
　

C
y
n
t
h
i
a
　

H
a
y
m
o
n
　

／
　

M
a
r
q
u
i
t
a
　

L
i
s
t
e
r
　

／
　

M
y
r
a
　

M
e
r
r
i
t
t

�会
場
：
湖
上
ス
テ
ー
ジ

／
祝
祭
劇
場

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団

會
嗔
：
ハ
ー
レ
ム
・
シ
ン
ガ
ー
ズ

H
a
r
l
e
m
　

S
i
n
g
e
r
s

ダ
ン
ス
：
キ
ャ
ッ
ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ロ
ウ
・
ダ
ン
サ
ー
ズ

C
a
t
f
i
s
h

－
R
o
w
D
a
n
c
e
r
s

（
振
付
：

T
a
n
y
a
　

G
i
b
s
o
n

－
C
l
a
r
k

）

演
奏
：
ス
テ
ー
ジ
・
バ
ン
ド

S
t
a
g
e
h
a
n
d

ポ
ー
ギ
ー
と
ベ
ス

P
o
r
g
y
　

a
n
d
　

B
e
s
s
G

．
ガ
ー
シ
ュ
ウ
ィ
ン

�
1
9
9
8年
7

月
1
7、

1
8、
2
0．
2
1、
2
4、
2
5

、
2
7、

2
8、

3
1日
8

月
1～

5、
7～

1
8日

�
A
n
d
r
e
w
　

L
i
t
t
o
n

／
W
a
y
n
e

　
M
a
r
s
h
a
l
l�
G
o
t
z
　

F
r
i
e
d
r
i
c
h

�
H
a
n
s
S
c
h
a
v
e
r
n
o
c
h

�
S
u
e
　

W
i
l
l
m
i
n
g
t
o
n

�
J
e
a
n
　

K
a
l
m
a
n

，
P
e
t
e
r

H
a
l
b
s
g
u
t

�
P
o
r
g
y

：
　

D
o
n
n
i
e
　

R
a
y

　
A
l
b
e
r
t

　／
　

G
o
r
d
o
n
　

H
a
w
k
i
n
s
　

／
　

A
r
t
h
u
r
　

W
o
o
d

　
l
e
y
B
e
s
s

：
　

M
o
r
e
n
i
k
e
　

F
a
d
a
y
o
m
l

　／
　

M
a
r
q
u
i
t
a

　
L
i
s
t
e
r

　／
　

M
y
r
a
　

M
e
r
r
i
t
t

�会
場
：
湖
上
ス
テ
ー
ジ

／
祝
祭
劇
場

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団

合
囈
：
ハ
ー
レ
ム
・
シ
ン
ガ
ー
ズ

H
a
r
l
e
m
　

S
i
n
g
e
r
s

ダ
ン
ス
：
キ
ャ
ッ
ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ロ
ウ
・
ダ
ン
サ
ー
ズ

C
a
t
f
i
s
h－
R
o
w
D
a
n
c
e
r
s

（
振
付
：

T
a
n
y
a
　

G
i
b
s
o
n

－
C
l
a
r
k

）
演
奏
：
ア
フ
リ
カ
ン
・
ド
ラ
マ
ー
ズ

A
f
r
i
c
a
n
　

D
r
u
m
m
e
r
s

、
ス
テ
ー
ジ
・
バ

ン
ド

（
再
演
）

仮
面
舞
踏
会

E
i
n
　

M
a
s
k
e
n
b
a
l
l
G

．
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

�
1
9
9
9年
7

月
2
1～

2
4、

2
7、
2
8、

3
0

、
3
1日
8

月
3、

4、
6～

8．
1
0―

2
2

日
�

M
a
r
c
e
l
l
o

　
V
i
o
t
t
i

／
L
o
d
o
v
i
c
o

Z
o
c
c
h
e
�

R
i
c
h
a
r
d
　

J
o
n
e
s

，
A
n
t
o
n
y

M
c
D
o
n
a
l
d�・

c
h
a
r
d
　

J
o
n
e
s

，
A
n
t
o
n
y

M
c
D
o
n
a
l
d

�
�

W
o
l
f
g
a
n
g
　

G
o
b
b
e
l

�
G
u
s
t
a
v

Ⅲ
K
o
n
i
g
　

v
o
n
　

S
c
h
w
e
d
e
n

：
　

S
t
e
p
h
e
n
　

O
’

M
a
r
a
　

／
　

D
a
v
i
d
　

R
e
n
d
a
l
l
　

／
R
a
f
a
e
l

R
o
j
a
s

R
e
n£
，　

G
r
a
f
　

v
o
n
　

A
n
k
a
r
s
t
r
o
m

：
L
a
d
o　

A
t
a
n
e
l
i

　／
　

P
a
v
l
o

　
H
u
n
k
a　／
　

P
h
i
l
i
p
p
e
R
o
u
i
l
l
o
n
A
m
e
l
i
a

：
　

J
e
a
n
n
e

－
M
i
c
h

＆
l
e
　

C
h
a
r
b
o
n
n
e
t
　

／
　

S
u
s
a
n
　

N
e
v
e
s
　

／
　

E
l
i
z
a
b
e
t
h
W
h
i
t
e
h
o
u
s
e

�会
場
：
湖
上
ス
テ
ー
ジ

／
祝
祭
劇
場

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
；
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団

合
唱
：
モ
ス
ク
ワ
宣
内
合
唱
団

K
a
m
m
e
r
c
h
o
r
　

M
o
s
k
a
u，
ブ
レ
ゲ
ン
ツ

音
楽
拏
合
唱
団

振
付
：

P
h
i
l
i
p
p
e
　

G
i
r
a
u
d
e
a
u

プ
ラ
ス
バ
ン
ド
：
フ
ォ
ア
ア
ー
ル
ベ
ル
ク
・
プ
ラ
ス
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

S
y
m
p
h
o
n
i
s
c
h
e
s
　

B
l
a
s
o
r
c
h
e
s
t
e
r

　
V
o
r
a
r
l
b
e
r
g

仮
面
舞
踏
龠

E
i
n
　

M
a
s
k
e
n
b
a
l
l
G

．
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

�
2
0
0
0年
7

月
2
1、

2
2、
2
4、
2
5、

2
8、

2
9

、
3
1日
8

月
2、

4～
6、

8～
1
5、

1
7～
2
0

日
�

M
a
r
c
e
l
l
o

　
V
i
o
t
M

　／
L
o
d
o
v
i
c
o

Z
o
c
c
h
e
�

R
i
c
h
a
r
d
　

J
o
n
e
s

，
A
n
t
o
n
y

　
M
c

［
D
o
n
a
l
d�

R
i
c
h
a
r
d
　

J
o
n
e
s

，
A
n
t
o
n
y

M
c［
》・
o
n
a
l
d

�
�

W
O
I

り
a
n
g
　

G
o
b
b
e
l�
G
u
s
t
a
v

　
I
I
I

・
，　

K
d
n
i
g
　

v
o
n
　

S
C
h
w
e
d
e
n

：
　

M
a
r
c
o
　

B
e
r
t
i
　

／
　

S
t
e
p
h
e
n
　

O
’

M
a
r
a
　

／
R
a
f
a
e
l
　

R
o
j
a
s

】
l
e
a
n
　

J
a
c
q
u
e
s
　

R
e
n
6

：
　

P
a
v
l
o
　

H
u
n
k
a
　

／
　

S
t
e
p
h
a
n
　

P
y
a
t
n
y
c
h
k
o
　

／
　

J
a
c
e
k
S
t
r
a
u
c
h
A
m
e
l
i
a

：
　

K
a
t
h
l
e
e
n
　

B
r
o
d
e
r
i
c
k
　

／
　

I
a
n
o
　

T
a
m
a
r
　

／
　

E
l
i
z
a
b
e
t
h
　

W
h
i
t
e
h
o
u
s
e

�会
場
：
湖
上
ス
テ
ー
ジ

／
祝
祭
劇
場

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団

合
囁
：
モ
ス
ク
ワ
宣
内
合
嗔
団
、
ブ
レ
ゲ
ン
ツ
音
楽
祭
合
曦
団

ダ
ン
ス
：
ブ
レ
ゲ
ン
ツ
音
楽
祭
ダ
ン
ス
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

T
a
n
z
e
n
s
e
m
b
l
e
　

d
e
r

　
B
r
e
g
e
n
z
e
r

　
F
e
s
t
s
p
i
e
l
e
C

振
付
：

P
h
i
l
i
p
p
e
G
i
r
a
u
d
e
a
u

）
プ
ラ
ス
バ
ン
ド
：
フ
ォ
ア
ア
ー
ル
ベ
ル
ク
・
ブ
ラ
ス
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

（
再
演
）

ラ
・
ボ
エ
ー
ム

L
a
　

B
o
h

岫
e
G

．
プ
ッ
チ
ー
ニ

�
2
0
0
1年
7

月
1
9～

2
1、

2
5、
2
7、
2
8、
3
1

日
8

月
2～

4、
6～

2
1日

�
U
l
f
　

S
c
h
i
r
m
e
r

／
L
o
d
o
v
i
c
o
　

Z
o
c
c
h
e

�
R
i
c
h
a
r
d

　
J
o
n
e
s

，
A
n
t
o
n
y

M
c
D
o
n
a
l
d�

R
i
c
h
a
r
d
　

J
o
n
e
s

，
A
n
t
o
n
y

M
c
D
o
n
a
l
d�

C
O－【
）

e
s
i
g
n

：
E
m
m
a
　

R
y
o
t
t

�
W
o
l
f
g
a
n
g
　

G
o
b
b
e
l

�
M
i
m
i

：
　

Y
v
o
n
n
e
　

G
o
n
z
a
l
e
s

，
　

M
a
r
y
　

P
l
a
z
a
s

，
　

A
↓

e
x
i
a　
V
o
u
i
g
a
r
i
d
o
u
R
o
d
o
l
f
o

：
　

A
l
f
r
e
d
o
　

P
o
r
t
i
l
l
a

，
　

R
a
f
a
e
l
　

R
o
j
a
s

，
　

R
o
l
a
n
d
o

　
V
i
l
l
a
z
o
n
M
a
r
c
e
l
l
o

：
　

D
a
n
i
e
l
　

B
r
o
a
d

，
　

M
a
r
c
i
n
　

B
r
o
n
i
k
o
w
s
k
i

，
　

L
u
d
o
v
i
c
　

T
e
z
i
e
r
M
u
s
e
t
t
a

：
E
r
l
a
　

K
o
l
l
a
k
u

，
　

S
t
e
f
a
n

　
i
e
　

K
r
a
h
n
e
n
f
e
l
d

，
　

H
e
i
d
i
　

P
e
r
s
o
n

�会
場
：
湖
上
ス
テ
ー
ジ

／
祝
祭
劇
場

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団

合
唱
：
モ
ス
ク
ワ
窒
内
合
唱
団
、
ブ
レ
ゲ
ン
ツ
音
楽
祭
龠
唱
団
、
ブ
レ
ン

ゲ
ン
ツ
音
楽
学
校
児
童
合
唱
団

K
i
n
d
e
r
c
h
o
r
　

d
e
r
M
u
s
i
k
h
a
u
p
t
s
c
h
u
l
e
　

B
r
e
g
e
n
z

助
演
：
バ
イ
エ
ル
ン
演
劇
ア
カ
デ
ミ
ー

B
a
y
e
r
i
s
c
h
e
T
h
e
a
t
e
r
a
k
a
d
e
m
i
e
　

A
u
g
u
s
t
　

E
v
e
r
d
i
n
g
　

M
u
n
c
h
e
n

、
ブ
レ
ゲ
ン
ツ
音

楽
睾
ダ
ン
ス
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル（

振
付
：

P
h
i
l
i
p
p
e
　

G
i
r
a
u
d
e
a
u

）

”
S
p
i
e
l
　

A
u
f
　

d
e
m
　

S
e
e

”
　－
－－

　
S
e
e
b
u
h
n
e

（
雨

天
時

F
e
s
t
s
p
i
e
l
h
a
u
s）
で

の
公

演
ブ
レ

ゲ
ン

ツ
音

楽
祭
・
イ
ン

テ
ン

ダ
ン
ト
（

G
e
s
c
h
a
f
t
s
f
u
h
r
u
n
g
　）
：

1
9
8
3
～

2
0
0
3
年

A
l
f
r
e
d
　

W
o
p
m
a
n
n

、
2
0
0
3
年

～
D
a
v
i
d
　

P
o
u
n
t
n
e
y



－ 4 9 －

ブ
レ

ゲ
ン

ツ
音

楽
祭

　
オ

ペ
ラ

公
演

2
　（

1
9
9
4
～

2
0
0
6
年

）

演
目

　
　

　
・

・
　

　
－

�
a俾

　
・

，
匹

了
二
万
言

�指
揮
塵
卜

卜
尚
言

�演
出
｀

　
幸

四
回

�舞
台
装
置

　
二

�歌
装
逆

心
二

ヽ
�眼

睛
顯

・`
　

一犬
�キ
ャ
ス
ト

　
　

　
　

　
ニ

�備
考

ラ
・
ボ
エ
ー
ム

L
a
　

B
o
h
e
m
e
G

．
プ
ッ
チ
ー
ニ

�
2
0
0
2

年
7

月
1
8～

2
0、

2
3、
2
4、

2
6、

2
7

、
3
0、
3
1日
8

月
2～

4、
6～

1
1、

1
3～

1
8

日
�

U
l
f

　
S
c
h
i
r
m
e
r

／
C
h
r
i
s
t
i
a
n
　

v
o
n
G
e
h
r
e
n

�
R
i
c
h
a
r
d　

J
o
n
e
s
，

A
n
t
o
n
y

　
M
c
l

［
》・
o
n
a
l
d
�

R
i
c
h
a
r
d
　

J
o
n
e
s

，
A
n
t
o
n
y

M
c
D
o
n
a
l
d�

C
o－
D
e
s
i
g
n

：
E
m
m
a
　

R
y
o
t
t

�
W
o
l
f
g
a
n
g
　

G
o
b
b
e
l

�
M
i
m
i

：
　

M
a
r
y
　

P
l
a
z
a
s

，
　

V
i
r
g
i
n
i
a
　

T
o
l
a

，
　

A
l
e
x
i
a

　
V
o
u
l
g
a
r
i
d
o
u
R
o
d
o
l
f
o

：
　

J
o
s
e
p
h
　

C
a
l
l
e
j
a

，
　

A
l
f
r
e
d
o
　

P
o
r
t
i
l
l
a

，
　

R
o
l
a
n
d
o

　
V
i
i
l
a
z
o
n
M
a
r
c
e
l
l
o

：
　

D
a
n
i
e
l
　

B
r
o
a
d

，
　

H
e
r
n
a
n
　

I
t
u
r
r
a
l
d
e

，
　

L
u
d
o
v
i
c
　

T
e
z
i
e
r
M
u
s
e
t
t
a

：
　

M
a
l
i
n
　

B
y
s
t
r
b
m

，
　

S
t
e
f
a
n
i
e
　

K
r
a
h
n
e
n
f
e
l
d

，
　

E
l
e
n
a
　

d
e
　

l
a
　

M
e
r
c
e
d

�会
場
：
湖
上
ス
テ
ー
ジ

／
祝
祭
劇
場

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団

合
唱
：
モ
ス
ク
ワ
室
内
合
唱
団
、
ブ
レ
ゲ
ン
ツ
音
楽
祭
合
唱
団
、
プ
レ
ン

ゲ
ン
ツ
音
楽
学
校
児
重
合
唱
団

助
演
：
バ
イ
エ
ル
ン
演
朗
ア
カ
デ
ミ
ー
、
ブ
レ
ゲ
ン
ツ
音
楽
祭
ダ
ン
ス
・
ア

ン
サ
ン
ブ
ル（

振
付
：

P
h
i
l
i
p
p
e

　
G
i
r
a
u
d
e
a
u

）
（
再
演
）

ウ
ェ
ス
ト
・
サ
イ
ド
・
ス
ト
ー
リ
ー

W
e
s
t
　

S
i
d
e

S
t
o
r
y

L
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン

�
2
0
0
3

年
7

月
1
7～

1
9、

2
2、

2
3、
2
5、
2
6

、
2
9、
3
0日
8

月
1～

1
9日

�
W
a
y
n
e　
M
a
r
s
h
a
l
l

　／
D
a
v
i
d

C
h
a
r
l
e
s

A
b
e
l
l

�
F
r
a
n
c
e
s
c
a
Z
a
m
b
e
l
l
o

�
G
e
o
r
g
e
　

T
s
y
p
i
n�
M
a
r
i
e

－
J
e
a
n
n
e
L
e
c
c
a

�
J
a
m
e
s
　

F
．

　
I
n
g
a
l
l
s

�
R
i
f
f

：
　

A
l
e
x
a
n
d
e
r

　
F
r
a
n
z
e
n

　／
］

l
o
c
h
e
n
　

S
c
h
m
i
d
t
k
e
T
o
n
y

：
　

C
h
r
i
s
t
i
a
n
　

B
a
u
m
g
a
r
t
e
l
　

／
　

M
a
r
k
　

T
e
v
i
s
　

／
　

J
e
s
p
e
r
　

T
y
d
e
n
B
e
r
n
a
r
d
o

：
　

R
e
y
n
a
l
d
o
　

R
o
d
r
i
g
u
e
z
　

／
　

A
n
d
r
e
a
s
　

W
o
l
f
r
a
m
M
a
r
i
a

：
　

M
a
r
i
s
o
l
　

M
o
n
t
a
l
v
o
　

／
　

K
a
t
j
a
　

R
e
i
c
h
e
r
t
A
n
i
t
a

：
　

K
a
t
h
a
r
i
n
a
　

S
c
h
u
t
z
a
　

／
　

S
i
b
y
l
l
e
　

w
o
l
f

�会
場
：
湖
上
ス
テ
ー
ジ

／
祝
祭
劇
場

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団

會
嗔
：
モ
ス
ク
ワ
室
内
會
嗔
団（

掬
揮
：

V
l
a
d
i
m
i
r

　
M
i
n
i
n

）
助
演
：
バ
イ
エ
ル
ン
演
劇
ア
カ
デ
ミ
ー

ダ
ン
ス
：
ブ
レ
ゲ
ン
ツ
音
楽
祭
ダ
ン
ス
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル（

振
付
：

R
i
c
h
a
r
d
W
h
e
r
l
o
c
k

）

ウ
ェ
ス
ト
・
サ
イ
ド
・
ス
ト
ー
リ
ー

w
e
s
t
　

S
i
d
e

S
t
o
r
y

L
．
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン

�
2
0
0
4

年
7

月
2
0日

～
8月

2
1日

�
W
a
y
n
e
　

M
a
r
s
h
a
l
l
　

／
D
a
v
i
d

C
h
a
r
l
e
s

A
b
e
i
l

�
F
r
a
n
c
e
s
c
a
Z
a
m
b
e
l
l
o

�
G
e
o
r
g
e　
T
s
y
p
i
n
�

M
a
r
i
e

－．】
e
a
n
n
e
L
e
c
c
a

�
J
a
m
e
s　
F．　
I
n
g
a
l
l
s

�・
f
f：
A
l
e
x
a
n
d
e
r　
F
r
a
n
z
e
n

　／
】

o
c
h
e
n
　

S
c
h
m
i
d
t
k
e
T
o
n
y

：
　

C
h
r
i
s
t
i
a
n
　

B
a
u
m
g
d
r
t
e

！
　／
　

M
a
r
k
　

T
e
v
i
s
　

／
　】
e
s
p
e
r
T
y
d
e
n
B
e
r
n
a
r
d
o

：
　

R
e
y
n
a
l
d
o
　

R
o
d
r
i
g
u
e
z
　

／
　

A
n
d
r
e
a
s
　

W
o
l
f
r
a
m
M
a
r
i
a

：
　

M
a
r
i
s
o
l
　

M
o
n
t
a
l
v
o
　

／
　

K
a
t
j
a
　

R
e
i
c
h
e
r
t
A
n
i
t
a

：
　

K
a
t
t
i
a
r
i
n
a
　

S
c
h
u
t
z
a
　

／
　

S
i
b
y
l

　
l
e
　

W
o
l
f

�会
場
：
湖
上
ス
テ
ー
ジ

／
祝
祭
劇
場

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団

會
囈
：
モ
ス
ク
ワ
窒
内
會
嗔
団（

指
揮
：

V
l
a
d
i
m
i
r
　

M
i
n
i
n

）
助
演
：
バ
イ
エ
ル
ン
演
劇
ア
カ
デ
ミ
ー

ダ
ン
ス
：
ブ
レ
ゲ
ン
ツ
音
楽
祭
ダ
ン
ス
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
（
振
付
：

R
i
c
h
a
r
d
W
h
e
r
l
o
c
k

）
（
再
演
）

イ
ル
・
ト
ロ
ヴ
アト

ー
レ

D
e
r
　

T
r
o
u
b
a
d
o
u
r
G

．
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

�
2
0
0
5

年
7

月
2
2～

2
4、

2
7～

3
1日

8
月

3～
7、

9～
1
5、

1
7～

2
1

日
�

F
a
b
i
o
　

L
u
i
s
i

／
T
h
o
m
a
s
　

R
o
s
n
e
r

�
R
o
b
e
r
t
　

C
a
r
s
e
n�
P
a
u
l
　

S
t
e
i
n
b
e
r
g

�
M
i
r
u
n
a
　

B
O
r
u
z

～
u
�

P
a
t
r
i
c
k
W
o
o
d
r
o
f
f
e

�
M
a
n
r
i
c
o

，　
D
e
r
　

T
r
o
u
b
a
d
o
u
r

：
Z
w
e
t
a
n
　

M
i
c
h
a
i
l
o
v

，
　

A
l
f
r
e
d
o
　

P
o
r
t
i
l
l
a

，　
D
a
r
i
o
V
o
l
o
n
t
e
1
1
　

C
o
n
t
e
　

d
i
　

L
u
n
a

：
　

S
c
o
t
t
　

H
e
n
d
r
i
c
k
s

，　
Z
e
l
k
o
　

L
u

と
iと
，　

G
e
o
r
g
e
　

P
e
t
e
a
n
L
e
o
n
o
r
e

，　
H
o
f
d
a
m
e

：
　

K
a
t
i
a
　

P
e
l
l
e
g

「
i
n
o，　

S
o
n
d
r
a
　

R
a
d
v
a
n
o
v
s
k
y

，　
T
a
t

」
a
n
a
S
e

り
a
n
A
z
u
c
e
n
a

，　
E
i
n
e
　

Z
i
g
e
u
n
e
r
i
n

：
　

M
a
r
i
a
n
n
e
　

C
o
r
n
e
t
t
i

，
　

L
a
r
i
s
s
a
　

D
i
a
d
k
o
v
a

，
P
a
t
r
i
z
i
a
　

P
a
t
e
l
m
o

�会
場
：
湖
上
ス
テ
ー
ジ

／
祝
祭
劇
場

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団

合
唱
：
モ
ス
ク
ワ
室
内
合
唱
団
、
ブ
レ
ゲ
ン
ツ
音
楽
祭
合
唱
団

振
付
：

P
h
i
l
i
p
p
e

　
G
i
r
a
u
d
e
a
u

イ
ル
・
ト
ロ
ヴ
アト

ー
レ

P
e
r

　
T
r
o
u
b
a
d
o
u
r
G

．
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

�
2
0
0
6

年
7

月
2
0～

2
3、

2
5～

2
9日

8
月

3～
6、

9～
1
3、

1
5、

1
6

、
1
8～

2
0日

�
F
a
b
i
o
　

L
u
i
s
i

／
T
h
o
m
a
s
　

R
c
J
s
n
e
r

�
R
o
b
e
r
t
　

C
a
r
s
e
n�
P
a
u
l
　

S
t
e
i
n
b
e
r
g

�
M
i
r
u
n
a
　

B
o
r
u
z
e
s
c
u

�
P
a
t
r
i
c
k
W
o
o
d
r
o
f
f
e

�
M
a
n
r
i
c
o

，　
D
e
r　
T
r
o
u
b
a
d
o
u
r

：
Z
w
e
t
a
n
　

M
i
c
h
a
i
l
o
v

，
　

C
a
r
l

　
T
a
n
n
e
r

，　
A
r
n
o
l
d
R
a
w
l
s
I
I
　

C
o
n
t
e
　

d
i
　

L
u
n
a

：
　

S
c
o
t
t
　

H
e
n
d
r
i
c
k
s

，
之

e
i
k
o　
L
u

と
iと
，
　

G
e
o
r
g
e
　

P
e
t
e
a
n
L
e
o
n
o
r
e

，　
H
o
f
d
a
m
e

：
　

K
a
t
i
a
　

P
e
l
l
e
g
r
i
n
o

，　
I
a
n
o

　
T
a
m
a
r，　

A
n
n
a
l
i
s
a
　

R
a
s
p
a
g
l
i
o
s
i
A
z
u
c
e
n
a

，　
E
i
n
e
　

Z
i
g
e
u
n
e
r
i
n

：
　

M
a
r
i
a
n
n
e
　

C
o
r
n
e
t
t
i

，
　

L
a
r
i
s
s
a
　

D
i
a
d
k
o
v
a

，
P
a
t
r
i
z
i
a
　

P
a
t
e
l
m
o

，
　

L
j
u
b
o
v
　

S
o
k
o
l
o
v
a

�会
鳩
：
湖
上
ス
テ
ー
ジ

／
祝
察
劇
場

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団

合
唱
：
モ
ス
ク
ワ
室
内
合
唱
団
、
ブ
レ
ゲ
ン
ツ
音
楽
祭
會
唱
団

振
付
：

P
h
i
l
i
p
p
e
　

G
i
r
a
u
d
e
a
u

（
再
演
）

濶
眼

卜`
，卜

大
言

鄒
証
言
皿

｜
�目

傑
腦

G、
m
m
m

，贈
筒

�禰
揮

一
才

，``，
’
，`

。`；
竰
，・゙
�演
出

添
加
詼

�鼻
音
美
術

、，白
元

�歌
驕
吟
斗

筐
言

祐
・
�薑

瞬
一

g
…

……`
・
�キ

ャ
ス
ト

．＿
、

H
　

，
ぃ

屈
、
－

　
　

　
1
　

　
　

　
　

　
．

　
、
�備

毒
lヽ

　
　

　
・
．、

4
ミ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・・

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
ータ

ーリ
ミ
ニ

F
r
a
n
c
e
s
c
a
　

d
a

R
i
m
i
n
i

R
．
ザ
ン
ド
ナ
ー
イ

�
1
9
9
4

年
7

月
2
0、

2
4、

2
8、

3
1日

8
月

4日
�

F
a
b
i
o
　

L
u
i
s
i
�

R
o
b
e
r
t
　

F
o
r
t
u
n
e

�
A
n
t
o
n
y
　

M
c
D
o
n
a
l
d

�
�

W
o
l
f
g
a
n
g
　

G
o
b
b
e
l

�
F
r
a
n
c
e
s
c
a

：
　

E
l
e
n
a
　

F
i
l
i
p
o
v
a
S
a
m
a
r
i
t
a
n
a

：
　

H
a
n
a
　

M
i
n
u
t
i
l
l
o
O
s
t
a
s
l
o

：
　

D
a
n
i
l
o
　

R
i
g
o
s
a
G
i
o
v
a
n
n
n
i

：
　

P
h
i
l
i
p
p
e
　

R
o
u

Ⅲ
o
n
P
a
o
l
o
　

d
e
r
　

S
c
h
6
n
e

：
　

F
r
e
d
e
r
i
c

　
K
a
l
t

�会
場
：
祝
祭
劇
場

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団

會
唱
：
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ォ
ル
ク
ス
オ
ー
パ
ー
合
唱
団
、
ソ
フ
ィ
ア
室
内
合
唱

団

見
え
ざ
る
町
キ
ー
テ
ジ
と
聖
女

フ
ェ
ヴ
ロ
ー
ニ
ヤ
の
物
緬

D
i
e
　

L
e
g
e
n
d
e
　

v
o
n
　

d
e
r
u
n
s
i
c
h
t
b
a
r
e
n

S
t
a
d
t　

K
i
t
e
s
c
h
u
n
d
　

v
o
n
　

d
e
r
　

J
u
n
g
f
r
a
u
F
e
w
r
o
n

り
a
N

．　
A．リ
ム
ス
キ
ー
＝
コ
ル
サ
コ
フ

�
1
9
9
5

年
7

月
2
0、

2
3、

2
7、

3
0日

8

月
3日

�
V
l
a
d
i
m
i
r
F
e
d
o
s
e
y
e
v

�
H
a
r
r
y
　

K
u
p
f
e
r�
H
a
n
s
S
c
h
a
v
e
m
o
c
h

�
R
e
i
n
h
a
r
d
H
e
i
n
r
i
c
h

�
F
r
a
n
z
　

P
e
t
e
r
D
a
v
i
d

�
F
i
i
r
s
t

　
J
u
r
i
　

W
s
e
w
o
l
o
d
o
w
i
t
s
c
h

：
　

P
a
w
e
l
　

D
a
n
i
l
j
u
k
P
r
i
n
z
　

W
s
e
w
o
l
o
d
　

J
u
r
j
e
w
i
t
s
c
h

：
　

S
e
r
g
e
i
j

　
N
a
i
d
a
F
e
w
r
o
n

り
a：
　

E
l
e
n
a
　

P
r
o
k
i
n
a
G
r
i
s
c
h
k
a
　

K
u
t
j
e
r
m
a

：
W
l
a
d
i
m
i
r　
G
a
l
u
s
i
n
F
j
o
d
o
r

　
P
o
j
a
r
o
k

：
　

S
a
m
s
o
n
　

I
s
u
m
o
w

�会
場
：
祝
祭
劇
場

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団

合
唱
：
ソ
フ
ィ
ア
窒
内
合
唱
団
、
モ
ス
ク
ワ
・
ロ
シ
ア
・
ア
カ
デ
ミ
ー
合
唱
団

（
ベ
ル
リ
ン
・
コ
ー
ミ
ツ
シ
エ
・
オ
ー
バ
ー
と
の
共
同
制
作
）

三
文
オ
ペ
ラ

D
i
e
　

D
r
e
i
g
r
o
s
c
h
e
n
o
p
e
r
K

．
ヴ
ア
イ
ル

�
1
9
9
5

年
8

月
5～

7日
�

F
r
a
n
k
　

R
a
s
c
h
k
e�
A
l
e
x
a
n
d
e
r
　

L
a
n
g

�
V
o
l
k
e
r

　
P
f
u
l
l
e
r

�
�

�
J
e
n
n
y

：
　

M
a
r
g
i
t
　

B
e
n
d
o
k
a
t
P
o
l
l
y

，　
i
h
r
e

　
T
o
c
h
t
e
r

：
　

J
o
h
a
n
n
a
　

S
c
h
a
l
l
M
a
c
h
e
a
t
h

：
　

J
6

『
9
　

G
u
d
z
u
h
n
F
r
a
u
　

P
e
a
c
h
u
m

：
　

C
u
d

　
r
u
n
　

R
i
t
t
e
r
M
o
r
i
t
a
t
e
n
s
d
n
g
e
r

：
　

R
e
i
m
a
r
　

J
o
h

．
　

B
a
u
r

�会
場
：
コ
ル
ン
マ
ル
ク
ト
テ
ア
タ
ー

K
o
r
n
m
a
r
k
t
t
h
e
a
t
e
r

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：

D
a
s
　

O
r
c
h
e
s
t
e
r

　”
V
i
e
l
h
a
r
m
o
n
i
e

”

F
e
s
t
s
p
i
e
l
h
a
u
s，　

T
h
e
a
t
e
r　
a
m
　

K
o
r
n
m
a
r
k
t，　

W
e
r
k
s
t
a
t
t
b
u
h
n
eで
の
公

演



－ J （ ） j

ブ
レ

ゲ
ン

ツ
音

楽
祭

　
オ

ペ
ラ

公
演

3　
（

1
9
9
4～

2
0
0
6
年
）

宸
冊

　
卜

づ
ど
う

齢
回

，
皿

�嬲
俾

…
…

…
…

…
圉
詰
泉
忽

�
襖

鑠
‥

‥
‥‥

彭゙・
、余
？
�演
出
示

指
謳

齎
朧

�糞
會
薨
衛
貢
使

渥
贈

�歌
装

二
…
…

……
�熏
嚼

詣
餃
に

倥
三

�キ
亟
ス
ト

m
…
…
…卜

ぺ
。
…
…
…

…
…

l
皿

　
　

　
　

　
≒

　
・

�備
毒
．
ぃ
、．

ア
ル
テ
ユ
ス
王

L
e

　
R
o
i
　

A
r
t
h
u
s
E

．
シ
ョ
ー
ソ
ン

�
1
9
9
6

年
7

月
2
0、

2
4、

2
8日

8

月
1、

4日
�

M
a
r
c
e
l
l
o

　
V
t
o
t
t
i�

G
u
n
t
e
r

　
K
r
a
m
e
r

�
H
e
r
b
e
r
t
K
a
p
p
l
m
t
i
l
l
e
i

「
�

H
e
r
b
e
r
t
K
a
p
p
l
m
i
i
l
l
e
r

�
M
a
x
　

K
e
l
l
e
r

�
G
e
n
i
e
v
r
e

：
　

S
u
s
a
n
　

A
n
t
h
o
n
y
A

心
u
s：

　
P
h
i
l
i
p
p
e
　

R
o
u

Ⅲ
i
o
n
L
a
n
c
e
l
o
t

：
　

D
o
u
g
l
a
s
　

N
a
s
r
a
w
i
　

／
　

P
a
u
l
　

L
y
o
n
M
o
r
d
r
e
d

：
E
v
g
e
nり
D
a
m
e
r
d
j
i
e
v
L
y
o
n
n
e
l

：
　

O
c
t
a
v
i
o

　
A
r
e
v
a
l
o

�会
場
：
祝
祭
劇
場

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団

合
唱
：
ソ
フ
ィ
ア
窒
内
合
唱
団
、
モ
ス
ク
ワ
・
ロ
シ
ア
・
ア
カ
デ
ミ
ー
會
唱
団

（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
初
演
）

デ
ー
モ
ン

D
e
r

　
D
S
m
o
n
A

．
ル
ビ
ン
シ
テ
イ
ン

�
1
9
9
7

年
7

月
1
7、

2
0、

2
4．　

2
7、
3
1

日
�

V
l
a
d
i
m
i
r
F
e
d
o
s
e
y
e
v

�
N
e
i
l
　

A
r
m
f
i
e
l
d�
C
a
r
l
　

F
r
i
e
d
r
i
c
h
O
b
e
r
l
e

�
A
n
e
t
t
e
　

M
a
u
e
t
O
b
e
r
l
e

�
N
i
g
e
l
　

L
e
v
i
n
g
s�
D
a
m
o
n

：
　

E
g
i
l
s
　

S
i
l
i
n
s
　

／
　

S
t
e
p
h
a
n
　

P
y
a
t
n
y
c
h
k
o
E
n
g
e
t

：
　

O
l
g
a
　

A
l
e
x
a
n
d
r
o
v
a
T
a
m
a
r
a

：
　

M
a
r
i
n
a
　

M
～

h
e
r
i
a
k
o
v
a
T
a
m
a
r
a
s

　
A
m
m
e：
　

A
l
e
x
a
n
d
r
a
　

D
u
r
s
e
n
e
v
a
P
r
i
n
z
　

S
i
n
o
d
a
l

：
　

I
l
y
a
　

l
e
v
i
n
s
k
y

�会
場
：
祝
祭
劇
場

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ウ
ィ
ー
ン
交
響
豪
団

合
唱
：
モ
ス
ク
ワ
室
内
合
唱
団
、
ソ
フ
ィ
ア
室
内
合
唱
団

振
付
：

R
o
s
s
　

C
o
l
e
m
a
n

（
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
歌
劇
場
と
の
共
同
創
作
）

3
人
の
王
様
の
恋

L

’
a
m
o
r
e　
d
e
i

　
t
r
e

　
r
e
l

．
モ
ン
テ
メ
ツ
ツ
ィ

�
1
9
9
8

年
7

月
1
6、

1
9、

2
2、

2
6、

2
9

日
�

V
l
a
d
i
m
i
r
F
e
d
o
s
e
y
e
v

�
P
h
i
l
i
p
p
e
　

A
r
i
a
u
d

�
P
h
i
l
i
p
p
e
　

A
r
i
a
u
d

�
A
n
n
e
t
t
e
　

B
e
a
u
f
a
y
s

�
P
h
i
l
i
p
p
e

　
A
r
i
a
u
d
�

F
i
o
r
a

：
　

D
e
n
i
a
　

M
a
z
z
o
l
a

－
G
a
v
a
z
z
e
n
i
A
r
c
h
i
b
a
l
d
o

：
　

K
u
r
t
　

R
y
d
l
M
a
n
f
r
e
d
o

：
　

S
t
e
p
h
a
n
　

P
y
a
t
n
y
c
h
k
o
A
v
i
t
o

：
　

M
a
r
c
u
s
　

H
a
d
d
o
c
k
F
l
a
m
i
n
i
o

：
　

D
o
u
g
l
a
s
　

N
a
s
r
a
w
i

�会
場
：
祝
祭
劇
場

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団

會
唱
：
ブ
レ
ゲ
ン
ツ
音
楽
睾
合
唱
団
、
モ
ス
ク
ワ
室
内
合
唱
団

夜 N
a
d
i
t

G
．　

F．
パ
ー
ス

�
1
9
9
8

年
8

月
7、

8日
�

P
e
t
e
r
　

R
u
n
d
e
l�
P
h
i
l
i
p
p
e
　

A
r
l
a
u
d

�
P
h
i
l
i
p
p
e
　

A
r
i
a
u
d

�
A
n
d
r
e
a
　

U
h
m
a
n
n�
P
h
i
l
i
p
p
e

　
A
r
l
a
u
d
�

S
o
p

．：
J
u
l
i
e
　

M
o
f
f
a
t
M

．　
S
o
p．：
　

A
n
n
e
t
t
e
　

S
t
i
c
k
e
r
T
e
n

．：
　

M
a
r
t
y
n
　

H
Ⅲ

B
a
r

．：
W
o
l
f
g
a
n
g
　

B
a
n
k

）
S
p
r
e
c
h
e
r

：
　

G
e
o
r
g
　

N
i
g
l
B
a
s
s

：
　

J
o
h
a
n
n
e
s
　

S
c
h
m
i
d
t

�会
場
：
ヴ
ェ
ル
ク
シ
ュ
タ
ツ
ト
ピ
ュ
ー
ネ

W
e
r
k
s
t
a
t
t
b
u
h
n
e

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団

（
ブ
レ
ゲ
ン
ツ
音
楽
睾
委
嘱
作
品
、
舞
台
初
演
）

ギ
リ
シ
ャ
の
受
難
劇

G
r
i
e
c
h
i
s
c
h
e
　

P
a
s
s
i
o
n
B

．
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ー

�
1
9
9
9

年
7

月
2
0、

2
5、

2
9日

8
月

1、
5日

�
U
l
f

　
S
c
h
i
r
m
e
r

�
D
a
v
i
d
　

P
o
u
n
t
n
e
y

�
S
t
e
f
a
n
o
s
L
a
z
a
r
i
d
i
s

�
M
a
r
i
e

－
J
e
a
n
n
e

｜
〃

a
�

D
a
v
y
　

C
u
n
n
i
g
h
a
m

�
P
r
i
e
s
t
e
r
　

G
r
i
g
o
r
i
s

：
　

E
s
a
　

R
u
u
t
t
u
n
e
n
P
a
t
r
i
a
r
c
h
e
a
s
　

A
r
c
h
o
n

：
　

E
r
i
c

　
G
a
r
r
e
t
t
M
a
n
o
l
i
o
s

：
　

C
h
r
i
s
t
o
p
h
e
r

　
V
e
n
t
r
i
s
Y
a
n
n
a
k
o
s

：
　

J
o
h
n
　

D
a
s
z
a
k
P
a
n
a
i
t

：
　

D
o
u
g
l
a
s
　

N
a
s
r
a
w
i

�会
場
：
祝
祭
劇
場

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団

合
唱
：
モ
ス
ク
ワ
室
内
合
唱
団
、
ブ
レ
ン
ゲ
ン
ツ
奮
楽
学
校
児
重
合
唱
団

（
第

1稿
初
演
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
オ
ペ
ラ
・
ハ
ウ
ス
・
コ
ヴ
ェ
ン
ト
・
ガ
ー
デ
ン
と

の
共
同
制
作
）

ア
ン
ネ
の
日
記

D
a
s
　

T
a
g
e
b
u
c
h
　

d
e
r
　

A
n
n
e
F
r
a
n
k
G

．
フ
リ
ー
ト

�
1
9
9
9年
8

月
7、

8日
�

N
i
r

　
K
a
b
a
r
e
t
t
i
�

E
r
w
i
n
　

P
i
p
l
i
t
s�
E
r
w
i
n
　

P
i
p
i
i
t
s�
U
l
r
i
k
e
　

K
a
u
f
m
a
n
n

�
�

A
n
n
e
　

F
r
a
n
k

：
　

A
n
a
t
　

E
f
r
a
t
y

�会
鳩
：
ヴ
ェ
ル
ク
シ
ュ
タ
ツト

ビ
ュ
ー
ネ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
　

B
i
i
h
n
e
n
o
r
c
h
e
s
t
e
r
　

d
e
r

　
O
s
t
e
r
r
e
i
c
h
i
s
c
h
e
n
B
u
n
d
e
s
t
h
e
a
t
e
r

振
付
：

A
n
n
e
　

M
a
r
i
a
　

G
r
o
s

（
モ
ノ
オ
ペ
ラ
）

金
鶏

D
e
r
　

g
o
l
d
e
n
e
　

H
a
h
n
N

．リ
ム
ス
キ
ー
＝
コ
ル
サ
コ
フ

�
2
0
0
0年
7

月
2
0、

2
3、
2
7、
3
0日
8

月
3日

�
V
l
a
d
i
m
i
r
F
e
d
o
s
e
y
e
v

�
D
a
v
i
d
　

P
o
u
n
t
n
e
y

�
H
u
n
t
l
e
y
　

M
u
i
r

�
�

M
i
m

り
o
r
d
a
n
S
h
e
r
i
n�
K
6
n

り
D
o
d
o
n：

　
K
u
r
t
　

R
y
d
l
P
r
i
n
z
　

G
w
i
d
o
n

：
　

R
o
b
e
r
t

　
W
d
r
l
e
P
r
i
n
z
　

A
f
r
o
n

：
　

A
d
r
i
a
n
　

C
l
a
r
k
e
G
e
n
e
r
a
l

　
P
o
l
k
a
n

：
　

W
a
l
t
e
r
　

F
i
n
k

�会
場
：
祝
祭
劇
鳩

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団

合
噛
：
モ
ス
ク
ワ
室
内
合
唱
団

ダ
ン
ス
：
ダ
ン
ス
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

T
a
n
z
e
n
s
e
m
b
l
e
C振

付
：

A
m
i
r
H
o
s
s
e
i
n
p
o
u
r

）

プ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス
の
マ
リ
ア

M
a
r
i
a
　

d
e

B
u
e
n
o
s
　

A
i
r
e
s

A
，ピ

ア
ソ
ラ

�
2
0
0
0年
8

月
1、

3、
4日

�
G
i
d
o
n
　

K
r
e
m
e
r�
P
h
i
l
i
p
p
e
　

A
r
l
a
u
d

�
P
h
i
l
i
p
p
e
　

A
r
l
a
u
d

�
A
n
d
r
e
a
　

U
h
m
a
n
n�
P
h
i
l
i
p
p
e
　

A
r
l
a
u
d

�
M
a巾
：

J
u
l
i
a
　

Z
e
n
k
o
E
l
　

D
u
e
n
d
e

：
　

F
a
c
u
n
d
o
　

R
a
m
i
r
e
z
U
n
　

P
o
r
t
e
r
S
O

：
　

G
e
r
a
r
d
o
　

B
a
a
m
o
n
d
e
P
a
y
a
d
o
r

：
　○！

i
s
a
r
　

A
．

　
G
u
t
k

！
r
r
e
z
M
a
r
i
a

　
（

a
l
s　

K
i
n
d

）：
F
r
a
n
c
a　

Z
i
t
t
a

�会
場
：
ヴ
ェ
ル
ク
シ
ユ
タ
ツト

ピ
ユ
ー
ネ

音
楽
：
ク
レ
メ
ラ
ー
タ・

ム
ジ
カ

K
r
e
m
e
r
A
T
A
　

M
u
s
i
c
a

嬢
付
：

A
n
n
e
　

M
a
r
i
e

　
G
r
o
s

（
第

1稿
オ
ー
ス
ト
リ
ア
初
演
、

K
l
a
n
g
B
o
g
e
n
　

W
i
e
n
　

と
の
共
同
制
作
）

廿
日
鼠
と
人
間

O
f
　

M
k

：
e
　

a
n
d
　

M
e
n
C

．
フ
ロ
イ
ド

�
2
0
0
1年
7

月
1
8、

2
2、
2
6、
2
9日
8

月
1日

�
P
a
t
r
i
c
k

　
S
u
m
m
e
r
s�

F
r
a
n
c
e
s
c
a
Z
a
m
b
e
l
l
o

�
R
i
c
h
a
r
d
　

H
u
d
s
o
n

�
R
i
c
h
a
r
d
　

H
u
d
s
o
n

�
W
o
l
f
g
a
n
g
　

G
o
b
b
e
l

�
G
e
o
r
g
e

　
M
i
t
t
o
n

：
G
o
r
d
o
n　

H
a
w
k
i
n
s
L
e
n
n
i
e
　

S
m
a
l
l

：
　

A
n
t
h
o
n
y

　
D
e
a
n　
G
r
i
f
f
e
y
C
u
r
l
e
y

：
J
o
s
e
p
h
　

E
v
a
n
s
C
a
n
d
y

：
　

J
u
l
i
a
n
　

P
a
t
r
i
c
k
C
u
r
l
e
y
s
　

F
r
a
u

：
　

N
a
n
c
y
　

A
l
l
e
n
　

L
u
n
d
y

�会
場
：
祝
祭
劇
場

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団

合
唱
：
モ
ス
ク
ワ
室
内
會
唱
団

（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
初
演
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
・
グ
ラ
ン
ド
・
オ
ペ
ラ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・

オ
ペ
ラ
と
の
共
同
創
作
）

カ
ン
パ
ニ
ー

C
o
m
p
a
n
y
S

．
ソ
ン
ド
ハ
イ
ム

�
2
0
0
1年
7

月
2
8、

2
9日

�
B
a
s
i
l
　

C
o
l
e
m
a
n

�
S
t
e
f
a
n
　

H
u
b
e
r�

H
a
r
a
l
d
　

B

，
　

T
h
o
r�

S
u
s
a
n
n
e
　

H
u
b
r
i
c
h

�
A
n
d
r
e
a
s
　

G
r
t
i
t
e
r

�
R
o
b
e
r
t

：
　

F
e
l
i
x
　

P
o
w
r
o
s
l
o
H
a
r
r
y

：
K
a
r
s
t
e
n
　

O
l
i
v
e
r
　

W
o

！
l
m
S
a
r
a
h

：
　

A
l
e
x
a
n
d
r
a
　

S
e
e
f
i
s
c
h
A
m
y

：
　

C
a
r
o
l
i
n
　

S
o
y
k
a

］
o
a
n
n
e

：
　

N
i
c
o
l
e
　

J
o
h
a
n
n
h
a
n
w
a
h
r

�会
場
：
ヴ
ェ
ル
ク
シ
ュ
タ
ツ
ト
ビ
ュ
ー
ネ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ウ
ィ
ー
ン
交
響
豪
団

振
付
：

R
a
m
s
e
s　

S
i
g
l

（
K
A
Zミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
、
バ
イ
エ
ル
ン
演
劇
ア
カ
デ
ミ
ー
、

H
o
c
h
s
c
h
u
l
e
f
i
i
r
　

M
u
s
i
k
　

u
n
d
　

T
h
e
a
t
e
r

　
M
u
n
c
h
e
nの

4年
次
生
の
修
了
公
演
）

ジ
ュ
リ
ェ
ツ
タ

j
U
I

眦
a
B

．
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ー

�
2
0
0
2年
7

月
1
7、

2
1、
2
5、
2
8日
8

月
1日

�
D
i
e
t
f
r
i
e
d
　

B
e
m
e
t

�
K
a
t
j
a
　

C
z
e
l
l
n
i
k

�
V
e
r
a
　

B
o
n
s
e
n
�

V
e
r
a

　
B
o
n　
s
e
n

�
W
o
l
f
g
a
n
g

　
G
6
b
b
e
l�】
u
l
i
e
t
t
e

：
　

E
v
a

－
M
a
r
i
a
　

W
e
s
t
b
r
o
e
k
M
i
c
h
e
l

：
　

J
o
h
a
n
n
e
s
　

C
h
u
m
K
o
m
m
i
s
s
a
r
　

／
　

W
a
l
d
h
i
i
t
e
r

　／
　

B
e
a
m
t
e
r

：
E
b
e
r
h
a
r
d
　

F
r
a
n
c
e
s
c
o
　

L
o
r
e
n
z
M
a
n
n

　
m
i
t　
H
e
l
m　／
　

H
a
n
d
i
e
r

　
m
i
t　
E
r
i
n
n
e
r
u
n
g
e
n
　

／
　

S
e
t
t
l
e
r
　

／
　

M
a
n
n
　

m
i
t
S
c
h
i
f
f

：
　

M
a
t
t
e
o
　

d
e
　

M
o
n
t
i

�会
場
：
祝
祭
劇
場

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団

合
唱
：
モ
ス
ク
ワ
宣
内
合
唱
団
よ
り
男
声

3名
、
ブ
レ
ゲ
ン
ツ
音
楽
寮
舎

嘱
団
、
コ
ル
ン
マ
ル
ク
ト
合
唱
団

K
o
r
n
m
a
r
k
t
c
h
o
r



‐ 昌 1

ブ
レ

ゲ
ン

ツ
音

楽
祭

　
オ

ペ
ラ

公
演

4
　（

1
9
9
4
～

2
0
0
6
年

）

演
目

�日
付

�指
揮

�波
出

�舞
龠
美
術
卜

�衣
装

　
　

・
�鬣
嚼

�キ
ャ
ス
ト

　
匸

y
　

・
　
］

　
辷
．

�備
考

　
　

二

利
口
な
女
狐
の
物
晒

D
a
s
　

s
c
h
l
a
u
e
　

F
u
c
h
s
l
e
i
n
L

．
ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク

�
2
0
0
3

年
7

月
1
6、

2
0、
2
4．
2
7、
3
1日

�
V
l
a
d
i
m
i
r
F
e
d
o
s
e
y
e
v

�
D
a
n
i
e
l

　
S
l
a
t
e
r

�
R
o
b
e
r
t
　

I
n
n
e
s
H
o
p
k
i
n
s

�
�

S
i
m
o
n
　

M
i
l
l
s�
D
e
r
　

F
o
r
s
t
e
r

：
　

P
e
t
e
r
　

（
：

t
o
J
e
m
a
n

－
W
r
i
g
h
t
D
i
e
　

F
r
a
u
　

F
d
r
s
t
e
r
i
n
　

I
l
d
i
k
o
　

S
z
d
n
y
i
D
e
r
　

S
c
h
u
l
m
e
i
s
t
e
r

：
　

S
t
e
f
a
n
　

M
a
r
g
i
t
a
D
e
r
　

P
f
a
r
r
e
r

：
　

B
r
i
a
n
　

B
a
n
n
a
t
y
n
e

－
S
c
o
t
t
H
a
r
a
S
t
a

：
　

W
o
l
f
g
a
n
g
　

B
a
n
k

！
�会

鳩
：
祝
豢
劇
場

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
；
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団

會
唱
：
モ
ス
ク
ワ
室
内
龠
唱
団
、
プ
ラ
ハ
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
児
重
合
唱

団
P
r
a
g
e
r　

P
h
i
l
h
a
r
m
o
n
i
s
c
h
e
r

　
K
i
n
d
e
r
c
h
o
r

振
付
：

A
l
e
t
t
a
　

C
o
l
l
i
n
s

人
間
の
声

L
a

　
V
o
i
x
　

h
u
m
a
i
n
e
F

．
プ
ー
ラ
ン
ク

�
2
0
0
3

年
7

月
3
0日

8

月
1日

�
C
h
r
i

丈：
o
p
h
　

E
b
e
r
i
e

�
F
r
a
n
k
　

H
i
l
b
r
i
c
h

�
R
a
u
m

：
H
u
g
o
G
r
e
t
l
e
r

�
�

W
o
l
f
g
a
n
g
　

G
o
b
b
e
l

�
D
i
e
　

S
t
i
m
m
e

：
　

B
a
r
b
a
r
a
　

F
r
i
e
b
e
l

�会
場
：
コ
ル
ン
マ
ク
ル
ト
テ
ア
タ
ー

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
フ
ォ
ア
ア
ー
ル
ベ
ル
ク
交
響
楽
団

S
y
m
p
h
o
n
i
e
r
o
r
c
h
e
s
t
e
r

　
V
o
r
a
r
l
b
e
r
g

D
i
e
　

s
c
h
o
n
e
　

W
u
n
d
e

G
．　

F．
パ
ー
ス

�
2
0
0
3

年
8

月
1
4、

1
6日

�
S
y
l
v
a
i
n
C
a
m
b
r
e
l
i
n
g

�
�

S
z
e
n
i
S
C
h
e

：
H
e
r
m
a
n
n
F
e
u
c
h
t
e
r
R
a
u
m
i
n
s
t
a
i
l
a
t
i
o
n

：
W
o
l
f
g
a
n
g

G
o
b
b
e
l

�
�

�
G
e
f
a
n
g
e
n
e
r

：
　

G
e
o
r
g
　

N
i
g
l
L
a
n
d
a
r
z
t

：
　

J
o
h
a
n
n
e
s
　

S
c
h
m
i
d
t

�会
場
：
ヴ
ェ
ル
ク
シ
ュ
タ
ツ
ト
ビ
ュ
ー
ネ

演
奏
：

K
l
a
n
g
f
o
r
u
m
　

W
i
e
n、
E
n
s
e
m
b
l
e
　

N
o
v
a

（
K
A
Z
オ
ペ
ラ
、
ブ
レ
ゲ
ン
ツ
音
楽
豢
委
嘱
作
品
、
初
演
）

立
役
者

／
ロ
イ
ヤ
ル
・
パ
レ
ス

D
e
r
　

P
r
o
t
a
g
o
n
i
s
t

／
　

R
o
y
a
l

P
a
l
a
c
e

K
，
ヴ
ア
ィ
ル

（
2
本
立
て
）

�
2
0
0
4

年
7

月
2
0日

～
（

5
回
公
演
）

�
Y
a
k
o
v
　

K
r
e
i
z
b
e
r
g

�
N
i
c
o
l
a
s
　

B
r
i
e
g
e
r

�
R
a
i
m
u
n
d
　

B
a
u
e
r

�
M
a
r
g
t
t
K
o
p
p
e
l
m
a
n
n

�
A
l
e
x
a
n
d
e
r
K
o
p
p
e
l
m
a
n
n

�
S
o
t
i
s
t
e
n

：
　

C
a
t
h
e
r
i
n
e
　

N
a
g
l
e
s
t
a
d

，
　

O
t
t
o
　

K
a
t
z
a
m
e
i
e
r

，
　

G
e
r
h
a
r
d
　

S
i
e
g
e
l

，
　

P
e
t
e
r
B
o
r
d
i
n
g

�会
鳩
：
祝
祭
劇
場

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団

牛
売
り

D
e
r
　

K
u
h
h
a
n
d
e
l
K

．
ヴ
ア
イ
ル

�
2
0
0
4

年
8

月
1
0、

1
2、

1
4、

1
6、

1
8、

2
0

日
�

C
h
r
i
s
t
o
p
h
　

E
b
e
r
l
e

�
D
a
v
i
d
　

P
o
u
n
t
n
e
y

�
D
u
n
c
a
n
　

H
a
y
l
e
r

�
�

�
S
o
l
i
s
t
e
n

：
　

N
a
t
a
l
y
a
　

K
o
v
a
l
o
v
a

，
　

A
l
e
x
a
n
d
e
r
　

K
a
i
m
b
a
c
h
e
r

，
　

J
o
h
a
n
n
e
s

　
M
a
r
t
i
n
K
r
d
n
z
l
e

�会
場
：
コ
ル
ン
マ
ク
ル
ト
テ
ア
タ
ー

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
フ
ォ
ア
ア
ー
ル
ベ
ル
ク
交
響
豪
団

仮
面
舞
踏
會

M
a
s
k
e
r
a
d
e
C

．
ニ
ー
ル
セ
ン

�
2
0
0
5年
7

月
2
0、

2
4、

3
0、

3
1日

8
月

7日
�

U
l
f
　

S
c
h
i
r
m
e
r�

D
a
v
i
d
　

P
o
u
n
t
n
e
y

�
J
o
h
a
n

　
E
n
g
e
l
s

�
M
a
r
i
e

－
J
e
a
n
n
e
L
e
c
c
a

�
W
o
l
f
g
a
n
g
　

G
o
b
b
e
l

�
J
e
r
o
n
i
m
u
s

，　
B
u
r
g
e
r
　

z
u
　

（
C
o
p
e
n
h
a
g
e
n
：

　
G
u
n
t
e
r

　
M
i
s
s
e
n
h
a
r
d
t
M
a
g
d
e
l
o
n
e

：
　

S
e
i
n
e
　

F
r
a
u

：
　

J
u
l
i
a

　
J
u
o
n
L
e
a
n
d
e
r

，
　

S
e
i
n
　

S
o
h
n

：
　

D
a
n
i
e
l

　
K
i
r
c
h
H
e
n
r
i
k

，　
L
e
a
n
d
e
r
s
　

D
i
e
n
e
r

：
　

M
a
r
k
u
s
　

B
r
a
c
k

�会
場
：
祝
睾
劇
場

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団

合
囈
：
モ
ス
ク
ワ
宣
内
合
囈
団

擴
付
：

R
e
n
a
t
o
　

Z
a
n
e
l
l
a

（
ド
イ
ツ
語
上
演
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
オ
ペ
ラ
・
ハ
ウ
ス
・
コ
ヴ
ェ
ン
ト
・
ガ
ー
デ
ン

と
の
共
同
制
作
）

愉
快
な
戦
争

D
e
r
　

L
u
s
t
i
g
e
　

K
r
i
e
g
J

．
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

I
I

�
2
0
0
5年
8

月
1
0、

1
2、

1
4、
1
6日

�
D
i
e
t
f
r
i
e
d
　

B
e
r
n
e
t

�
M
i
c
h
a
e
l
S
t
u
r
m
i
n
g
e
r

�
A
n
d
r
e
a
s
D
o
n
h
a
u
s
e
r

，
R
e
n
a
t
e
　

M
a
r
t
i
n

�
�

�
V
i
o
l
e
t
t
a

：
　

A
l
e
x
a
n
d
r
a
　

R
e
i
n
p
r
e
c
h
t
U
m
b
e
r
t
o
　

S
p
i
n
o
l
a

：
　

S
t
e
p
h
a
n
　

R
u
g
a
m
e
r
M
a
r
c
h
e
s
s
　

S
e
b
a
S
t
i
a
n
j

：
　

C
a
r
s
t
e
n
　

S
O
S
S
E
l
s
e

：
C
l
a
u
d
i
a
　

R
o
h
r
b
a
c
h
F
r
a
n
c
h
e
t
t
i

：
K
l
a
u
s
　

K
u
t
t
l
e
r
　

U
．

　
A

．
�会

場
：
コ
ル
ン
マ
ル
ク
ト
テ
ア
タ
ー

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
フ
ォ
ア
ア
ー
ル
ベ
ル
ク
交
響
楽
団

合
唱
：
ブ
レ
ゲ
ン
ツ
音
楽
豢
合
唱
団

（
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ォ
ル
ク
ス
オ
ー
パ
ー
と
の
共
同
制
作
）

D
e
r
　

S
i
e
b
t
e
　

H
i
m
m
e
l

　
i
n
V
i
e
r
t
e
l
n
M

．　
N
a
g
l

�
2
0
0
5年
7

月
2
3、

2
4日

�
A
l
e
x
a
n
d
e
r

　
D
r
e
a
r�

M
i
c
h
a
e
l
　

S
c
h
e
i
d
l

�
N
o
r
a
　

S
c
h
e
i
d
l

�
�

�
�

会
場
：
ヴ
ェ
ル
ク
シ
ュ
タ
ッ
ト
ビ
ュ
ー
ネ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団

（
K
A
Z
オ
ペ
レ
ッ
タ
、

N
e
t
z
z
e
i
t
　

W
i
e
n
　

と
の
共
同
制
作
）

ア
ッ
シ
ャ
ー
家
の
崩
壌

D
e
r

　
U
n
t
e
r
g
a
n
g
　

d
e
s
　

H
a
u
s
e
s
U
s
h
e
r
C

．ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

�
2
0
0
6年
8

月
7、

8、
1
3日

�
L
a
w
r
e
n
c
e

　
F
o
s
t
e
r�
P
h
y
l
l
i
d
a

　
L
l
o
y
d

／
K
i
m

B
r
a
n
d
s
t
r
u
p
�・
c
h
a
r
d
　

H
u
d
s
o
n

�
�

A
d
a
m
　

S
i
l
v
e
r
m
a
n

�
S
o
l
i
s
t
e
n

：
　

S
c
o
t
t
　

H
e
n
d
r
i
c
h
s

，
　

N
i
c
h
o
l
a
s
　

C
a
v
a

Ⅲ
l
e
r

，　
J
o
h
n
　

G
r
a
h
a
m

－
H
a
l
l

�会
場
：
祝
祭
闘
場

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
；
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団

R
a
d
e
k

R
．　

D
u
n
s
e
r

�
2
0
0
6年
8

月
5、

6日
�

W
a
l
t
e
r

　
K
o
b
e
r
a
�

G
i
l

　
M
e
h
m
e
r
t

�
S
t
e
f
i

　
B
r
u
h
n

�
�

�
R
a
d
e
k

：
　

G
e
o
r
g
　

N
i
g
l
B
e
r
n
h
a
r
d
　

L
a
n
d
a
u
e
r

�会
場
：
ヴ
エ
ル
ク
シ
ユ
タ
ツ
ト
ビ
ユ
ー
ネ

演
奏
：
ウ
ィ
ー
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト
協
会

W
i
e
n
e
r
　

C
o
n
c
e
r
t

－
V
e
r
e
i
n

青
ひ
げ

B
l
a
u
b
a
r
t
J

．
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ク

�
2
0
0
6年
8

月
1
0、

1
3、
1
5、
1
7日

�
M
a
r
t
i
n
　

A
n
d
r
4�

S
t
e
p
h
e
n
L
a
n
9

肖
d
g
e

�
G
e
o
r
g
e
　

S
o
u
g
t
i
d
e
s

�
�

C
h
r
i
s

　
D
a
v
e
y

�
S
o
l
i
s
t
e
n

：
　

W
o
l
f
g
a
n
g
　

A
b
l
i
n
g
e
r

－
S
p
e
r
r
h
a
c
k
e

，　
R
o
b
e
r
t

　
W
o
r
l
e

，
　

D
a
n
i
e
l
a
　

F
a
l
l
y

，
D
a
n
i
e
l

B
e
h
l
e

�

会
場
：
コ
ル
ン
マ
ク
ル
ト
テ
ア
タ
ー

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
フ
ォ
ア
ア
ー
ル
ベ
ル
ク
交
響
楽
団

振
付
：

W
i
l
l
i
a
m
　

T
u
c
k
e
t
t



＜ブレゲンツ音 楽祭＞ にて1 シ ーズンで行 われる公 演

例 ：2003 年7 月16 日～8 月19 日

湖 上 ステ ー ジ （Seebiihne ）

● オペ ラ （7 月17 ～19 、22 ，23、25、26、29，30　0、8 月1 ～19 日）

L ．バ ーン スタ イン 作曲　 ≪ ウェ ス ト・サイ ド ・ス トー リー ≫

一West　Side　Story一

オー ケス トラ　 ウィ ーン交 響楽団

指 揮　Wayne 　Marshall 　／　David　Charles　Abell

演 出　Francesca　Zambello

振 付　Richard　Wherlock

舞台 装置　George　Tsypin

衣裳Marie －Jeanne　Lecca

照明　James　F ，　Ingalls

祝 祭 劇 場（Festspielhaus ）

● オペ ラ （7 月16 、20、24、27、31　0）

L ．ヤナー チェ ク作 曲 ≪利 口な 女狐 の物語 ≫

―　Das　schlaue　Fuchslein一　（原題 ：Prihody　Lisky　Bystrousky ）

オ ーケス トラ　 ウ ィーン 交響楽 団

指揮　Vladimir　Fedoseyev

演 出　Daniel　Slater

振付　Aletta　Collins

照 明　Simon 　Mills

● ウィーン 交響 楽団 コンサ ー ト （7 月21 日）

指揮　Vladimir　Fedoseyev

ソリストMarina　Mescheriakova ，　ソプラノ

Zoran 　Tt〕dorovich，テノール

曲目　S ．プロコフィエフ作 曲　 バレエ音 楽 ≪ロメオとジュリエット≫ 序 曲

一〇uverture　zu　“Romeo　und　Julia ”　一

P．I．チャイコフスキー作曲オペラ≪ロメオとジュリエット＞より二重 唱

―Duett　“Komeo　und　Julia ”　aus　der　gleichnamigenOper―J

．ブラームス作 曲≪愛 の歌 ≫op．　52

一Liebeslieder　op．　52　－

● ウィー ン交 響楽 団コンサ ート（7 月28 　B）

指 揮　Jukka ・Pekka　Saras 　te

ソリストPetra　Lang ，　メソ・ソプラノ

曲目　R ．Dii皿8er作 曲 ≪The　waata　Iand＞　［世界 初演］

B ．バルトーク作 曲　 バレエ音 楽＜木 製の王 子 ）

―Der　holzgeschnitzte　Prinz一

J ．シベリウス作 曲　Orchesterlieder

M ．ラヴェル作 曲　 ＜ダフニスとクロエ ） 組 曲第2 番

一“Daphnis　et　Chloe”　Suite　Nr．　2－

● ウィ ーン 交響楽 団コンサート（8j4 日）

指揮　Maroello　Viotti

ソリストRudolf　Buchbinder　 ピアノ

曲 目　J ．ブラームス作 曲　 ピアノ協奏 曲第1 番二短調qp ．　16

―　Klavierkonzert　Nr．　l　d・moll，　op．　15－

A ．オネゲル 作曲　 交響 曲第3 番「典 礼風」

―Symphonie　liturgique ―

0 ．メシアン 作 曲　 キリストの昇 天

―L’　Ascension　一

● ウィ ーン 交響 楽団コンサート（8 月10 日）

指揮　Ulf　Schirmer

ソリストFlorian　Zwiauer　 ヴァイオリン

曲目　L ．　v．ベ ートーヴェン作 曲　 ヴァイオリン協 奏 曲二長調op ．　61

一Konzert　fur　Violine　und　Orchester　D・Dur，　op．　61　―

A ．ブルックナー作 曲　 交響 曲9 番二短調

―　9．　Sinfonie　Nr．　3d・mon 一

●ポーゼン＝トリエント・ノヽ イドン・オーケストラ、フォアアール ベルク交響 楽団

コンサート（8 月15 日）

合唱　Kornmarkehor

Kinderchor　der　Musikhauptschule　Bregenz

指 揮　Christoph　Eberle

曲目　G ．マーラー作 曲 交響 曲3 番二短調

一Sinfonie　Nr．　3　d・moll―

コ ル ンマ ル クトテ ア ター （Kornmarkttheater ）

● 歌曲 ・オペ ラ （7 月30 日、8 月1 日）

L ．ヤナーチ ェ ク作曲 ≪消 え去っ た男 の日記 ≫

―Tagebuch　eines　Verschollenen ―　（原題 ：Zapisnik　zmize16ho ）F

．プ ー ラン ク作曲 ＜人 間の声 ≫－La　Voix　humaine 一

オー ケス トラ　 フ ォア アール ベル ク交 響楽団

指揮　Christoph　Eberle

演出　Frank　Hiibrich

空間デ ザイ ンHugo　Gretler

照明　Wolfgang　Gobbel

マ ル ツイン 広 場（Martinsplatz ）

● 演劇 （8J18 ～10 、12 ～16 　B）

W ．シェイクスピア作＜ 尺には 尺を ≫

―Mafi 　fur　Mali―　（原題 ：Measure 　fc、r　Measure ）

演出　Christian　Himmelbauer

美術　Manuela　Muller

※フ ォ アアール ベル ク劇 場と の共同 制作

マル ツィン 広 場 ／祝 祭 ホ ー ル

（Martinsplatz　y　Festsaal ，　Gosserbrau　Bregenz 　）

● ウィー ン交響 楽団 によ るヨノヽ ン ・シュ トラ ウス・ア ンサ ンブ ル

コンサート（7 月18 　0）

指揮　Johannes　Wildner

一Der　Walzerkonig 一

● ウィー ン交響 楽団 によ るヨハ ン ・シュ トラ ウス・ア ンサ ンブ ル

コンサート（7J126 日）

指 揮　Johannes　Wildner

―Ein　Wiener　Dynastie　－　Die　Familie　StrauB―

聖 マ ル ツイン 教 区 教 会（Pfarrkirche　SL　Martin ，　Dornbirn ）

● オルガ ン・ リサイ タル ーOrgelrecital 　in　fia　―　＜7　J1　24　日）

ソリ スト　Bruo　Oberhammer　 （オルガ ン）

曲目　M ．レー ガー、D ．ブ ク ステフ ーデ 、S ，カル ク＝エ ーラ トの作品

マリア・ピ ル トシ ュタイン 教 会（Kirche　Maria　Bildstein ）

● ウィー ン交響 楽 団に よるバ ロッ ク ・アン サンブル

コンサート（8 月3 日）

指揮　Christian　Birnbaum

曲 目　G ．トレ ッリ、A ．ヴィ ヴァル ディ 、G ．　B．ペ ルゴ レー ジ、

J．　J．フ ック ス、J ．S．バ ッハの作 品
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KAZr 同 時代 の芸 術」（KAZ ［Kunst 　aus　der　Zeit］）

ヴェルクシュタットビューネ （Werkstattbiihne ）

●オペラ（8 月14 、16　0）

G．　F．パース作曲　≪Die　schone　Wunde≫

指揮　Sylvain　Cambreling

美術　Hermann　Feuchter，　Wolfgang　Gobbel

演奏　Klangforum　Wien

●演劇（7 月23 、24 日）

S．ベケット作

≪Nacht　und　Traume：　Der　Verwaiser　Beckett．　Lesen≫

演出　Dimiter　Gotscheff

舞台装置　Thomas　George

衣裳　Barbara　Aigner

音楽　Phillipp　Haagen

※Thalia　Theater　Hamburg　との共同制作

●演劇（7 月26 、27 日）

A ．オースターマイヤー作 ≪Auf 　Sand≫［オーストリア初演］

演出　Martin　Ku§eJ

舞台装置　Christin　Vahl

衣裳　Justina　Klimczyk

音楽　Bert　Wrede

※Thalia　Theater　Hamburg　で十も公演

●余韻／夜の音楽－Nach【tlK1 劭ge－（8 月2 日）

Peter　Herbert　の肖像―　Portratkonzert　Peter　Herbert　―

演奏　Koehne　Quartett　、Ensemble　SurPlus

作曲・指揮・ソリスト　Peter　Herbert

ソリスト　Friedrich　Kleinhapl

●余韻／夜の音楽―Nach［　t　］KIange―　（8 月5 日）

Wolfram　Schurigの肖像Portratkonzert　Wolfram　Schurig

演奏　Ensemble　SurPlus

曲目　Wolfram　Schurig　の作品

●余韻／夜の音楽 ―Nach【t 】Kllnge－（8 月7 日）

The 　Untold　Story　81　Minutes　1n　Dallas

演奏Thomas　Dezsy　（ヴィデオ、ライヴ・エレクトロニクス・パフォ

ーマンス）

Sophie　Cwikla　（カメラ）

●映画（7 月31 日）

This　18　only　the　beginning　Retrospektive　David　Fincher

放映作品　≪ゲーム≫ ―The　Game　―

≪ファイト・クラブ≫―　Fight　Club－

＜パニック・ルーム≫―　Panic　Room一

●コンサート（8J3　6日）

The　Cordoba　Project！

Triology　feat．　W．　Muthspiel　und　G．　Breinschmid

●コンサート（8 月13 日）

Morton　Feldman：　For　Samuel　Beckett

指揮　Sylvain　Cambreling

演奏　Klangforum　Wien

－53－

ブレゲンツ芸 術の 家（Kunsthaus　Bregenz ）

●余韻／夜の音楽 ―Nach［　t］Klange―　（8 月1 日）

ウィーン・コンサート協会1

演奏　Koehne　Quartett

曲目　R ．　Diinser，　G．　Amann，　M．　Amann，　M．　Floredo，　Volker　Plangg

の作品

●余韻／夜の音楽一Nach［t ］Klange 『8 』9 日）

ウィーン・コンサート協会n

指揮　Christian　Schulz

ソリスト　Ji・Yeon　Woo

曲目　M ．　Amann，　M．　Buchrainer，　J．　Doderer，　G．　Futscherの作品

（初演含む）

●コン サート（8 月8 日）

Ingeborg　BaldasztL　plays　D’Almeida

曲目　F．リスト．　A．　V．　D’Almeidaの作品
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出演者

プロフィール





プロフィール

エ ヴ ア ・ ク ラ イ ニ ッ ツ　Eva　Kleinitz

（ブレゲンツ音楽祭オペラ監督　Bregenz　Festival，　Director　of　Opera）

ドイツ、ハノーファー近郊ラングンハーゲン生まれ。ザールラント大学で音楽学、発達心理学、イタ

リア文学を修め、芸術学修士号を取得。プライベートでヴォイス・レッスンも受ける。国際ワーグナー

協会ハノーファー支部の奨学金を受け、ボランティア活動とアシスタント・プロデューサーの仕事を並

行して行う。ローマ、ロヴェレート、パリ、ミラノで研究活動を行い、その成果を修士論文『リッカル

ド・ザンドナーイ《フランチェスカ・ダ・リミニ》～不当に上演されないオペラの一例として』にまと

めた。

以後、ブレゲンツ音楽祭やクラーゲンフルト、アヴィニョン、ニーム、パリ、ストラスブール、スポ

レート、ケルンなどでアシスタント・ディレクターとして国際的な演出家と協働。フランス語、英語、

イタリア語への翻訳、共同制作する団体との作業、歌手への言語指導も行い、入門者用のマチネや講演、

成人向けの音楽・演劇に関する講座を通して、芸術・音楽教育にも携わる。

1998 年9 月から、ブレゲンツ音楽祭の芸術部門に勤務。湖上ステージおよび祝祭劇場でのオペラ上

演のプロジェクト管理、キャスティング、ドラマトゥルク、契約、オペラ・ワークショップの計画、演

目決定、共同制作に関わり、芸術監督アルフレッド・ウォプマン（Alfred　Wopmann ）の個人的なアシ

スタントも務めた。その他、ザンクト・ガレン、シュヴェツィングン、インスブルック、くハノーファ

ー万博2000 〉のドラマトゥルクとコンセプト構想の分野における、フィリップ・アルロー（PhilippeArlaud

）との共同作業がある。

芸術監督アルフレッド・ウォプマンの個人アシスタントを務めたまま、2000 年1 月にブレゲンツ音

楽祭の芸術運営部門長に就任した。ブレゲンツ音楽祭は国際的な賞賛を獲得し、いくつもの新しい共同

制作が始められた。　2001年3 月には《ギリシャの受難劇》がローレンス・オリヴィエ賞の「2000 年ベ

スト・プロダクション」に選ばれた。　2001年と2002 年には、若い歌手のトリプル・キャストによる、

湖上での《ラ・ボエーム》を成功に導いた。

2003 年1 月から2006 年9 月までは、新インテンダント、デイヴィッド・パウントニー（DavidPountney

）のもと、オペラ監督および芸術監督代理を務め、芸術的分野、キャスティング、契約、制

作計画の責任者を務めた。このときの主なプロダクションとして《仮面舞踏会》《イル・トロヴァトー

レ》《アッシャー家の没落》などが挙げられる。

2006 年11 月からはベルギー王立モネ劇場の芸術企画・制作監督、および新芸術監督ペーター・デ・

カルヴェ（2007 年より新体制）の補佐に就任する。
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プ ロフィール

黒田 恭一（くろだ きょういち）

音楽評論家。

1938 年生まれ。早稲田大学在学中から雑誌・新聞への執筆を始 め、以後音楽専門誌のみならず、一般誌

での連載を多数担当。ラジオ、テレビ等の音楽番組解説者としても活躍。現在はBunkamura オーチャー

ドホールのプ ロデューサーをつとめるなど、その活動は多岐にわたる。

クラシック・ファンの裾野を広げる活動に精力 を注ぎ、幅広い層からの支持 と信頼を獲得している。

主な著書に『オペラへの招待』（朝日文庫）、『はじめてのクラシック』（講談社現代新書）、『ぼくのオペ

ラノート』（：東京書籍）、『水の ように音楽を』（新潮社）、『ぼくだけの音楽』（主婦の友社）、『ぼくのオ

ペラへの旅』（JTB ）などかおる。

プロフィール

寺倉 正太郎（てらくら しょうたろう）

オペラ評論家。

著書に『オペラの力』（青弓社）。編著書に『ワーグナーの力』（青弓社）。

共訳書に『ワーグナーとは何か』（ブライアン・マギー著、葉月陽子共訳、音楽之友社）。共著に『オペ

ラ・ハンドブック』（三省堂）、『オペラ大爆発！』（青弓社）ほか。

ドイツ語圈のオペラ事情を研究。ゲッツ・フリードリヒ、ハリー・クプファー、ペーター・コンヴィチ

ュニーらの演出ノートの翻訳をはじめ、多くの来日公演プログラムで執筆・翻訳を担当。
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プロフィール

石田 麻子（いしだ あさこ）

東京芸術大学音楽学部卒業後、ドイツの音楽出版・ショット社の日本法人に勤務。

東京芸術大学大学院音楽研究科修了。

昭和音楽大学オペラ研究所嘱託研究員を経て、

昭和音楽大学専任講師。

日本オペラ団体連盟発行『日本のオペラ年鑑』編纂委員。

学術博士。

［著書］

『 日本のオペ ラ作品』（昭和音楽大学、2005 ）

［論文］

『オペラ公演からみた地域文化政策の一考察』

『日本の劇場運営におけるオペラ制作の課題』（共同論文）

『北九州市圏域の潜在的舞台観客層に対する効果的なマーケティング手法の開発』（共同論文）

『日本におけるオペラ公演の観客形成の一考察　－メディアとオペラ観客－』

－59－



プロフィール

岡本 和子（おかもと かずこ）

通訳・翻訳、ライター、音楽プロデュース。

4 歳～8 歳までフランス（パリ）、8 歳～ 高校卒業 までオーストリア（ウィーン）で育つ。ウィーンの

独仏バイリンガル・スクールを卒業、仏バカロレア（フランスの大学入学資格）取得後帰国。慶應義塾

大学美学美術史学科（音楽学）卒業、東京 大学大学院ドイツ語独文学科修士課程修了。

NHK 衛星放送開局当初より独・仏定時ニュースの同時通訳を行うと同時に、NHK ニュース、TBS

「ニュース23 」、TV 朝日「ニュースステーション」などで20 年 ちかく通訳・字幕 翻訳を手がけている。

各種国際会議、見本市、スポーツ・イベント会見などの会議通訳もあわせて務める。

また、NHK －FM の音楽番組や雑誌のインタ ヴュアー、キャスター、ライターとしても活躍。

オーストリア放送協会ORF のクラシック長老番組 「パスティッチョ」にゲスト・コメンテーターとし

て出演するほか、同国ロータリー・クラブ主催の音楽愛好家の会では日本におけ る西洋音楽の歴史につ

いて講演。

CD 解説文の翻訳、英・独・仏語の歌曲や オペラの翻訳・字幕 も多数手がけ る。 通訳、あるいはイン

タヴューを行ったアーティストの数は100 人を超える。

現在、慶應義塾大学非常勤講師、多摩カルチャーセンター音楽講座講師、オーストリア国リンツ市ブ

ルックナーハ ウス芸術顧問。

訳・共訳にて『ドイ ツ統一までの365 日』（NHK 出版）、『 ウィーン・オペラ』（リブロポート出版）、

『 ウィーン 芸術 と社会』（岩波出版）、『ド ヴォル ザーク』（音楽之友社）、『 さす らい人グレンデル』

（音楽之友社）他。
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シンポジウム
オペラ劇場運営の現在・オーストリアⅡ

オペラをめぐる祝祭、その今日的あり方

～ブレゲンツ音楽祭にみる大規模オペラ・フェスティヴァル運営

講 義 録

2007 年3 月13 日 発 行

昭 和 音 楽 大 学 オ ペ ラ 研 究 所

〒243 －8521　 神 奈 川 県 厚 木 市 関 口808

te1 ：　046 －245 －1055　fax ：　046 －245 －4400

e－mail：　opera＠tosei－showa －music ．ac．jp　http：／／www ．tosei－showa －music ．ac．jp／ore／

○昭 和音楽 大学　 禁複製・無 断転載　非売品

文部科学省特別補助「オープン・リサーチ・センター整備事業」
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